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毛
沢
東
時
代
の
「
愛
国
」

1
1
1
1
建
国
初
期
の
愛
国
公
約
運
動
を
中
心
に
|
l
l

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
大
衆
動
員

は
じ
め
に
1
1
l動
員
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

二
O
世
紀
は
「
戦
争
と
革
命
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
、
動
乱
の
な
か
か

ら
多
く
の
革
命
国
家
が
誕
生
し
た
。

ロ
シ
ア
や
中
国
は
も
と
よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
、
キ
ュ
ー
バ
、
ニ
カ
ラ
グ

ア
、
イ
ラ
ン
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
「
第
三
世
界
」
も
革
命
に
よ
る
政
府

の
転
覆
を
経
験
し
た
。
こ
れ
ら
の
革
命
を
比
較
歴
史
社
会
学
の
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら
研
究
し
た

S

ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
は
、
革
命
政
権
の
強
化
さ

れ
た
大
衆
動
員
的
制
度
は
、
結
果
と
し
て
「
大
量
の
一
般
人
1
1
1旧
体

制
で
は
政
治
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
人
々
ー
ー
ー
を
、
国
民
国
家
の
栄
光

の
た
め
に
死
に
動
機
づ
け
」
た
と
指
摘
し
た
上
で
、
「
戦
争
へ
の
大
衆

動
員
こ
そ
、
社
会
革
命
が
お
し
な
べ
て
達
成
し
た
こ
と
」
と
結
論
。
つ
け

て
い
る

τ)。
革
命
政
権

(2)
が
大
規
模
な
大
衆
動
員
を
お
こ
な
っ
た

の
は
中
国
も
同
じ
だ
が
、
そ
の
動
員
力
は
戦
争
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
長
い
戦
乱
で
荒
廃
し
た
国
の
再
建
に
も
利
用
さ
れ
た
。
こ
れ
か
ら

本
稿
が
分
析
す
る
の
は
、
こ
う
し
た
国
家
の
動
員
過
程
に
お
け
る
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
で
あ
る
(
立
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
政
治
的
役
割
に
つ
い
て
、
最
も
一
般
的
解
釈
は

聖手

市屯

「
支
配
的
権
力
の
正
当
化
」
で
あ
ろ
う
。

T
-
イ
I
グ
ル
ト
ン
は
そ
の

「
正
当
化
」
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
以
下
に
引
用
す
る
六
つ
の
戦
略
を

指
摘
す
る
。

「
支
配
権
力
は
自
己
を
正
当
佑
す
る
た
め
に
、
支
配
権
力
に
な
じ
む

信
念
や
価
値
観
を
〈
促
進
〉
し
、
そ
の
よ
う
な
信
念
な
り
価
値
観
を
自

明
の
も
の
、
不
可
避
な
も
の
に
み
せ
か
け
る
べ
く
〈
自
然
化
〉
し
〈
普

遍
化
〉
し
、
支
配
的
権
力
に
挑
戦
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
思
恕
を

〈
侮
蔑
)
L
、
競
合
す
る
思
考
形
式
を
、
ふ
つ
う
、
な
ん
ら
か
の
暗
黙

の
、
だ
が
体
系
的
な
論
理
に
よ
っ
て
〈
排
除
〉
し
、
そ
う
し
て
支
配
権

力
に
つ
ご
う
の
よ
い
よ
う
な
や
り
が
た
で
社
会
的
現
実
を
〈
歪
曲
)
す

る
」
(
王
。

国
家
権
力
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
操
作
を
、
促
進
・
自
然
化
・
普
遍

化
・
侮
蔑
・
排
除
・
歪
曲
と
い
っ
た
要
素
に
解
剖
し
て
分
析
す
る
こ
と

は
、
一
見
、
毛
沢
東
時
代
に
適
用
可
能
な
方
法
で
あ
る
。
た
だ
注
意
す

べ
き
な
の
は
、
単
な
る
「
現
実
の
歪
曲
」
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
正
統
性

を
保
持
す
る
こ
と
は
難
・
し
い
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
は
民
衆
が
あ
る
程

度
受
け
入
れ
ら
れ
る
だ
け
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

で
あ
る
。
さ
ら
に
支
配
す
る
側
か
ら
す
れ
ば
真
剣
に
現
状
分
析
し
た
結
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果
と
し
て
、
後
か
ら
み
れ
ば
非
現
実
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
提
示
す
る

可
能
性
も
あ
る
。
つ
ま
り
政
府
中
枢
や
毛
沢
東
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
操

作
の
す
べ
て
を
怒
意
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
(
も
し
く
は
、
で

き
て
い
た
)
と
い
う
前
提
で
分
析
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
研
究
は
多
分
に

非
現
実
的
な
も
の
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

動
員
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
分
析
す
る
際
、
も
う
ひ
と
つ
方
法
論
的
に

注
意
す
べ
き
な
の
は
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
!
|
た
と
え
大
衆
を
意

の
ま
ま
に
操
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
道
具
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
に
せ
よ

|
|
純
粋
に
支
配
権
力
側
の
意
図
だ
け
で
機
能
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
で
あ
る
。
動
員
で
は
、
あ
る
特
定
の
環
境
下
で
宣
伝
さ
れ
た
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
民
衆
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
っ
て
行
動
し
た
か
と
い
う
点
が

重
要
に
な
る
(
5
)
。
つ
ま
り
イ

I
グ
ル
ト
ン
が
言
う
よ
う
に
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
は
「
『
言
語
』
の
問
題
で
は
な
く
、
『
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
』
の
問

題
」
で
あ
り
、
個
々
人
の
問
に
特
定
の
効
果
を
狙
っ
て
生
み
だ
さ
れ
る

言
説
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
「
発
話
と
、
そ
の
社
会
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト

と
の
関
係
の
函
数
〔
産
物
〕
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
支
配
す
る
側
の

言
説
だ
け
で
な
く
、
各
時
期
に
固
有
の
時
代
背
景
や
受
け
手
側
の
民
衆

の
反
応
を
視
野
に
い
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
(
旦
。

以
上
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
本
稿
は
、
支
配
す
る
側
が
あ
る
狙
い

を
も
っ
て
宣
伝
し
た
言
説
と
実
際
の
動
員
過
程
を
複
合
的
に
分
析
す
る

手
法
で
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
初
期
の
動
員
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
関

係
を
検
証
し
た
い
。
注
目
す
る
の
は
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
の
一
九
五

O

年
後
半
か
ら
全
国
に
広
が
っ
た
愛
国
公
約
運
動
で
あ
る
。
「
ア
メ
リ
カ

に
反
対
し
、
朝
鮮
を
援
助
す
る
」
と
い
う
抗
米
援
朝
運
動
と
と
も
に
全

国
に
広
が
っ
た
愛
国
的
諮
運
動
は
、
当
時
の
『
人
民
日
報
』
記
事
「
我
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が
国
人
民
の
愛
国
主
義
思
想
の
新
発
展
」

価
さ
れ
た
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

「
個
人
と
国
家
の
関
係
と
い
う
問
題
を
解
決
し
た
。
長
い
間
、
反
動

政
府
の
統
治
下
で
、
お
お
か
た
の
大
衆
は
自
分
の
家
庭
だ
け
を
熱
愛

し
、
国
家
と
の
関
係
は
冷
淡
だ
っ
た
。
両
者
は
別
々
の
も
の
と
恩
わ
れ

て
き
た
。
今
回
の
運
頭
で
、
大
衆
は
『
国
家
が
あ
っ
て
こ
そ
の
家
』
と

い
う
道
理
を
認
識
す
る
に
到
り
、
『
家
を
守
る
こ
と
』
と
『
祖
国
を
守

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
こ

k
』
を
完
全
に
統
一
さ
せ
た
。
み
な
が
国
家
に
対
す
る
責
任
を
深

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

〈
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
「
人
民
大
衆
の
愛
国
の
熱
情
は
、
愛
国
公

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

約
を
取
り
決
め
る
こ
と
を
通
し
て
固
ま
り
、
日
常
生
活
の
な
か
で
も
徹

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

底
的
に
実
行
さ
れ
た
。
愛
国
主
義
思
想
が
一
人
一
人
の
日
常
的
行
動
規

、
、
、
、
、

範
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
の
歴
史
上
、
先
例
の
な
い
こ
と
で
あ
る

(
傍
点
、
筆
者
)
」
(
ア
)
。

こ
の
文
章
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
戦
争
の
危
機
に
直
面
し
た
新
政

府
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
略
に
と
っ
て
、
「
愛
国
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
社

会
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
、
国
家
と
個
人
を
一
体
化
さ
せ
、
人
び
と
を
国

民
と
し
て
ひ
と
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
は
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
に
推
し
進
め
ら
れ
た
愛
国
公
約
運
動
は
、
「
愛
国
と
い

う
個
人
感
情
を
公
約
と
い
う
か
た
ち
で
世
間
に
発
表
す
る
こ
と
を
政
府

が
励
行
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
自
律
性
と
他
律
性
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
た
運
動
だ
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
五
一
年
以
降
に
な
る
と
、
公
約

は
、
末
端
の
共
産
党
組
織
に
よ
っ
て
定
期
的
に
検
査
さ
れ
る
制
度
が
設

け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
守
ら
れ
る
べ
き
規
範

t
し
て
の
社
会
的
機

能
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
愛
国
公
約
運
動
を
分
析
し
、

の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
評

「
愛
国
」

イ
デ
オ
ロ
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ギ
ー
が
人
び
と
の
日
常
的
行
動
規
範
を
か
た
ち
づ
く
り
な
が
ら
増
幅
す

る
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
政
治
的
・
社
会
的
作
用
を
考
察
す

る
。
ま
た
考
察
の
際
に
は
、
同
時
期
の
反
革
命
鎮
圧
運
動
や
三
一
反
」

「
五
反
」
運
動
の
よ
う
な
大
衆
動
員
と
愛
国
公
約
運
動
が
、
ど
四
よ
う

に
絡
み
合
っ
た
の
か
も
分
析
し
た
い
。
本
稿
の
最
後
で
は
、
一
九
五

o

i
七

0
年
代
の
比
較
的
長
い
ス
パ
ン
か
ら
「
愛
国
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

政
治
的
・
社
会
的
役
割
を
考
察
す
る
o

な
お
本
文
中
で
適
宜
参
照
す
る

が
、
愛
国
公
約
を
分
析
し
た
先
行
研
究
は
非
常
に
少
な
い
(
旦
。
一
次

資
料
に
つ
い
て
は
、
上
海
の
事
例
に
関
し
て
は
一
部
橋
案
(
公
文
書
)

資
料
を
利
用
し
て
い
る
が
、
本
論
の
大
半
は
『
人
民
日
報
』
に
依
拠
し

て
い
る
。
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
言
説
は
受
け
手

が
い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
連
し
た
事
象
を

分
析
す
る
に
は
槍
案
の
よ
う
な
内
部
資
料
よ
り
も
公
共
性
の
高
い
新
聞

資
料
の
方
が
適
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。

「
愛
国
」
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
拡
大

中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
初
期
、
中
国
で
は
対
抗
勢
力
を
制
圧
す
る

た
め
の
反
革
命
鎮
庄
運
動
が
各
地
で
展
開
し
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
て

か
ら
は
抗
米
援
朝
運
動
の
よ
う
な
大
衆
動
員
が
た
び
た
び
発
動
さ
れ

た
。
動
員
の
際
、
人
び
と
は
「
愛
国
公
約
」
を
取
り
決
め
る
の
が
一
般

的
で
あ
っ
た
。
愛
国
公
約
と
は
、
愛
国
心
を
示
す
と
い
う
観
点
か
ら
、

グ
ル
ー
プ
や
個
人
が
国
家
の
た
め
に
い
く
つ
か
の
取
り
決
め
を
し
、
公

約
と
い
う
か
た
ち
で
世
間
に
示
す
行
為
で
あ
る
。

愛
国
公
約
運
動
の
拡
大
の
背
景
に
は
、
朝
鮮
戦
争
が
あ
っ
た
。
日
本

に
よ
る
韓
国
併
合
、
満
洲
事
変
、
そ
し
て
日
中
戦
争
と
い
う
一
連
の
歴

史
経
験
を
有
す
る
中
国
に
と
っ
て
、
朝
鮮
半
島
の
戦
争
は
単
な
る
冷
戦

の
論
理
を
超
え
て
、
安
全
保
障
の
根
本
に
関
わ
る
問
題
だ
っ
た
。
一
九

五
O
年
一
一
月
の
民
主
党
派
に
よ
る
宣
言
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る。
「
周
知
の
よ
う
に
朝
鮮
は
比
較
的
小
さ
な
国
家
で
あ
る
が
、
そ
白
戦

略
的
地
位
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
者
の
朝
鮮

侵
略
の
目
的
は
主
と
し
て
朝
鮮
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
日
本

帝
国
主
義
者
が
む
か
し
実
行
し
た
よ
う
に
中
国
を
侵
略
す
る
と
こ
ろ
に

あ
る
。
歴
史
の
事
実
は
、
朝
鮮
の
存
亡
は
中
国
の
安
否
に
密
接
な
関
係

を
持
つ
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
に
早
く
か
ら
教
え
て
い
る
。
(
中
略
)
祖

国
を
守
る
に
は
朝
鮮
人
民
を
救
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
旦
。

こ
の
よ
う
な
危
機
に
直
面
し
た
新
政
権
に
と
っ
て
、
人
び
と
に
愛
国

精
神
を
植
え
付
け
つ
つ
「
国
民
」
を
創
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
そ
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
戦
略
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
特

に
朝
鮮
戦
争
に
介
入
し
て
い
〈
過
程
で
は
、
人
び
と
の
愛
国
精
神
を
高

揚
さ
せ
、
政
府
の
政
策
を
皆
が
「
自
発
的
」
に
支
持
す
る
よ
う
誘
導
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
北
京
を
皮
切
り
に
全
国
に
広
が
っ
た

愛
国
公
約
運
動
に
は
ひ
と
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
国
を
愛
す
る

気
持
ち
を
政
策
遂
行
の
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
か
た
ち
で
具
体
的
に
表
現
す

る
よ
う
人
び
と
に
求
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
そ
の
初
期
の

事
例
か
ら
み
て
み
よ
う
。

1
愛
国
公
約
運
動
の
は
じ
ま
り

一
九
五

O
年
一
一
月
七
日
北
京
で
商
工
業
界
が
「
ア
メ
リ
カ
の
侵

略
」
に
反
対
す
る
集
会
を
聞
き
、
愛
国
公
約
を
取
り
決
め
た
。
集
会
を



開
催
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
中
国
侵
略
史
な
ど
の
資
料
を
宣
伝
す
る
こ
と

で
、
「
抗
米
援
朝
」
「
祖
国
防
衛
(
保
家
衛
国
こ
の
気
持
ち
を
高
め
た

上
で
、
業
界
・
工
場
・
商
庖
・
個
人
な
ど
の
名
義
で
宣
言
を
発
表
し

、
た
。
最
終
的
に
決
め
ら
れ
た
童
図
的
行
為
の
具
体
的
表
現
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
(
叩
)
ロ

①
全
力
を
尽
く
し
て
抗
米
援
朝
・
祖
国
防
衛
の
志
願
行
動
を
支
援

す
る

②
敵
味
方
を
は
っ
き
り
と
見
分
け
、
現
実
を
直
視
し
、
デ
マ
を
無

視
し
、
立
場
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
る

③
生
産
を
強
化
し
、
国
家
の
力
を
増
強
す
る

④
継
続
的
な
物
価
の
安
定
を
保
証
し
、
投
機
的
な
買
い
だ
め
を
せ

ず
、
投
機
取
引
を
し
な
い

⑤
資
金
の
不
正
利
用
(
套
用
資
金
)
を
せ
ず
、
や
み
く
も
に
貸
し

付
け
ず
、
金
融
を
乱
さ
な
い

続
い
て
西
安
市
で
も
北
京
に
追
随
し
て
愛
国
公
約
が
定
め
ら
れ
た

(
打
)
。
こ
う
し
た
動
き
は
天
津
や
上
海
に
も
波
及
し
た
。
上
海
で
は
一

三
O
O人
あ
ま
り
の
工
商
業
界
の
代
表
が
あ
つ
ま
り
、
一
九
五

O
年
一

一
月
二
七
日
に
「
抗
米
援
朝
祖
国
防
衛
動
員
大
会
」
が
挙
行
さ
れ
た
。

天
津
で
は
一
一
月
三

O
日
に
二
万
五

0
0
0人
あ
ま
り
の
代
表
が
デ
モ

行
進
を
お
こ
な
っ
た
(
望
。
同
じ
〈
一
一
月
に
武
漢
、
広
州
、
衡
陽
で

も
同
様
の
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
(
想
。

こ
う
し
た
大
会
は
そ
の
後
も
続
く
。
一
九
五

O
年
二
一
月
九
日
の
デ

モ
の
様
子
に
つ
い
て
、
『
人
民
日
報
』
は
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い

る。
「
デ
モ
球
は
一
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一
時
五

O
分
に
出
発
し
、
北
京
市
工
商
業
の
中
心
地

区
の
前
門
大
街
に
向
か
っ
て
堂
々
と
前
進
し
た
。
デ
モ
の
行
列
は
楽
隊

と
太
鼓
隊
が
先
導
し
、
次
に
六

O
名
の
代
表
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
標

語
隊
が
続
い
た
。
彼
ら
は
毛
主
席
、
ス
タ
ー
リ
ン
大
元
帥
の
巨
大
な
商

像
画
と
、
『
抗
米
援
朝
祖
国
防
衛
』
、
『
北
京
市
工
商
界
平
壌
解
放
を

祝
賀
し
美
帝
の
侵
略
に
反
対
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
』
の
横
断

幕
を
高
く
掲
ザ
た
。
巨
大
な
プ
ラ
カ
ー
ド
上
に
は
「
毛
主
席
万
歳
!
』

『
金
日
成
将
軍
万
歳
f

』
『
中
朝
人
民
団
結
万
歳
!
』
『
反
対
米
帝
侵

略
l
』
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
、
北
京
市
工
商
界
の
五
項
目
の
愛
国
公

約
と
各
公
会
の
公
約
内
容
が
脅
か
れ
て
い
る
」
(
目
。

こ
の
記
事
は
、
朝
鮮
戦
争
と
愛
国
公
約
の
密
接
な
関
わ
り
を
し
て
い

る
が
、
同
時
に
興
味
深
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
巨
大
な
敵
と
相
対

す
る
「
戦
時
下
」
に
お
い
て
、
毛
沢
東
の
カ
リ
ス
マ
を
最
大
限
利
用
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
上
海
の
会
議
で
も
、
「
わ
れ
わ
れ
に
は
毛
主
席
が

い
る
。
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
な
ど
な
に
を
恐
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」

と
い
う
言
葉
な
ど
が
紹
介
き
れ
て
い
る
が
(
想
、
愛
国
と
い
う
回
路
を

通
し
て
政
治
と
生
活
世
界
を
緊
密
に
結
び
つ
け
、
毛
沢
東
の
威
光
に

よ
っ
て
強
国
・
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
庶
民
の
敗
北
主
義
的
な
恐
怖
心
を

取
り
除
く
狙
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
運
動
は
、
一
九
五
一
年
に
な
る
と
よ
り
組
織
的
な
も
の
と

な
り
、
特
に
中
国
人
民
抗
美
援
朝
総
会
が
愛
国
公
約
運
動
の
呼
び
か
け

を
お
こ
な
い
、
地
方
で
は
抗
美
援
顎
分
会
と
各
種
の
大
衆
国
体
が
実
際

自
運
動
を
指
導
し
た
。
五
一
年
の
七
、
八
月
に
な
る
と
愛
国
公
約
の
執

行
状
況
の
検
査
が
全
国
で
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
末

端
党
組
織
に
よ
る
愛
国
公
約
運
動
の
指
導
が
強
化
さ
れ
て
い
た
。
開
始

か
ら
一
年
ほ
ど
経
過
し
た
五
一
年
一

O
月
、
東
北
・
華
北
・
華
東
西
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北
の
四
大
行
政
区
の
統
計
で
は
各
省
・
区
の
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

人
び
と
が
愛
国
公
約
を
取
り
決
め
て
い
た
。
大
中
都
市
の
割
合
は
よ
り

一
一
品
く
、
六

0
1九
O
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
(
想
。

2

「
愛
国
公
約
」
の
構
造

表
1
は
一
九
五

O
年
一
二
月
白
記
事
で
紹
介
さ
れ
た
各
都
市
商
工
業

界
白
愛
国
公
約
の
内
容
で
あ
る
。
北
京
(
事
例
1
)
か
ら
鞍
山
(
事
例

日
)
ま
で
各
地
の
公
約
を
み
る
と
内
容
が
似
す
ぎ
て
お
り
、
自
発
的
に

決
め
た
に
し
て
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
、
各
地
の
商
工
業

界
が
北
京
を
は
じ
め
と
す
る
他
地
域
の
公
約
内
容
に
配
慮
し
、
中
央
政

府
白
政
策
を
反
映
さ
せ
て
作
成
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ

う
。
当
時
は
、
「
愛
国
」
を
前
面
に
押
し
出
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
略

が
と
ら
れ
て
お
り
、
政
府
に
と
っ
て
政
策
の
命
令
的
実
行
よ
り
重
要
な

の
は
、
人
び
と
の
自
発
的
支
持
を
取
り
付
け
る
こ
と
だ
っ
た
。

公
約
の
項
目
数
は
最
多
が
武
漢
町
一

0
項
目
で
、
最
も
少
な
い
の
が

5
項
目
と
な
っ
て
い
る
(
事
例
1
・
2
・
5
・
7

8

9

U

)

。

そ
も
そ
も
公
約
の
項
目
数
が
違
う
た
め
、
内
容
は
微
妙
に
異
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
大
き
な
軸
は
以
下
の
五
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
抗
米
援
朝
の
支
援

②
デ
マ
へ
の
警
戒
・
敵
/
味
方
の
区
別

③
戦
争
へ
の
備
え

④
経
済
的
秩
序
の
維
持

⑤
時
事
学
習
(
政
治
的
関
心
白
喚
起
)

「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
」
や
「
匪
賊
」
の
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
と
い
う
公
約
は
、
す
べ
て
の
事
例
に
共
通
し
た
も
の
で
あ

る
。
逆
に
い
え
ば
、
当
時
の
政
権
が
問
題
し
て
い
た
の
が
揺
れ
動
く

「
民
心
」
で
あ
っ
た
こ
左
が
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
ボ
イ
ス
オ
ブ

ア
メ
リ
カ
」
や
台
湾
の
放
送
を
聴
か
な
い
こ
と
が
(
た
と
え
ば
事
例

5
・
9
・
U
)
、
具
体
的
に
「
公
約
」
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に

政
府
の
政
策
的
判
断
の
反
映
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
事
例
6
に
あ
る
よ

う
に
、
「
恐
米
(
ア
メ
リ
カ
を
恐
れ
る
こ
と
こ
「
崇
米
(
ア
メ
リ
カ
を

崇
拝
す
る
こ
と
)
」
「
親
米
(
親
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
こ
と
ご
と
い
っ
た

感
覚
が
、
社
会
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
④
は
主

に
投
機
行
為
に
対
す
る
警
戒
感
を
反
映
し
た
公
約
で
あ
り
、
⑤
は
個
々

人
の
政
治
的
自
覚
を
高
め
る
狙
い
を
持
っ
た
公
約
で
あ
る
。
全
体
と
し

て
み
れ
ば
、
朝
鮮
戦
争
を
背
景
と
し
た
社
会
的
引
き
締
め
の
強
化
が
感

じ
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
。

3

家
庭
へ
の
浸
透

表
1
は
商
工
業
界
の
事
例
だ
が
、
家
庭
レ
ベ
ル
で
も
こ
の
よ
う
な
公

約
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
一
九
五
一
年
六
月
の
報
道
で
は
、
貴
州
省

の
賀
陽
市
で
は
全
市
で
一
二

O
O戸
以
上
の
住
民
が
家
庭
愛
国
公
約
を

取
り
決
め
た
と
さ
れ
て
い
る
(
立
。
そ
う
し
た
場
合
、
た
と
え
ば
南
京

の
事
例
で
は
、
居
住
地
の
共
産
党
指
導
下
の
積
極
分
子
を
通
し
て
宣
伝

動
員
、
戸
別
訪
問
、
座
談
会
、
告
発
会
を
お
と
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

愛
国
公
約
へ
と
つ
な
げ
て
い
た
(
想
。
南
京
に
限
ら
ず
上
海
や
広
州
な

と
り
都
市
で
も
、
住
民
を
動
員
し
て
愛
国
公
約
を
取
り
決
め
る
前
に
、

居
民
組
長
、
婦
女
組
長
、
衛
生
組
長
、
冬
防
隊
長
ら
を
動
員
し
て
一
軒

ご
と
に
宣
伝
教
育
を
お
こ
な
い
、
区
代
表
が
区
各
界
人
民
代
表
会
議
の

決
議
を
伝
え
、
住
民
内
で
各
種
の
小
規
模
な
座
談
会
や
告
発
会
を
お
こ



55 

表l

6 

10 

11 

12 

13 

毛沢東時代の「愛国Jイデオロギーと大衆動員

各都市商工業界の愛国公約 (1950年)

上海

天津

武漢

南京

見事渦

函安

重慶

広州

容

告書室iZ童襲警需品単語語辞JE532i;ii書誌を皆?臨骨量君主

1 全力を尽くして筑来援制の志願行動を支援する。 2 仕事の持ちiを堅守し 積極面的な経営を保証し、生産をしっ
かリおこなう。， 断園として政府の政続 法令を支持し、物価の安定を保証し 刷機的な買いだめや投機取引に反
対する 4 時事学習を強化し、目下の形勢をはっきりと認'"し、宣伝を拡大し 愈懇を続トーし磁味方をはっきり
と見分け、茂樹府子のデマに耳を貸さない

1 団結を強めて生涯をしっかリとおこない会国人民の箭米援矧祖国坊街の窓瀬ヲ動を金持する.2 学習を強化し
"識を高め 立場をしっかりと定め、敵味方をまっきりと分け、大衆デ中に深〈入って宣伝を強化する。 3 アメリカ
のでたらめな宜出ζ耳を貸さず、徹底して庭訪械を絡先」デマを根絶し、人民民主導政を強固ζする.4 断固として
±オ地改革を擁寓する 5 物価ゆ安定を保証し 経済秩序を強固にする 6 国営経済の指導の下、分業的手協同し
都市と農村同物資の涜適をしっかりとおと怠う 7 プロレタりア階級 ζ依拠し 生産を強化し 経済を繁梨させる。
8 税収政策を雛護し、執税笹務をやりとげる.9 経醤方式を改善し企業管理を健全にする固 10 エ商業の組織
と団結を強化ふ新民主主義経済の建設のために奮儲するE

1 納税をやりとげ決してうそ旬結告をせず脱税を性ず延納をせず圏家の財政収入を保証し節減節約」全
力を尽くして抗米複朝保謀術国1);t;履行動を支綴する.2 第辺期第1~各界人民代定会蹴の決勝を貫徹し積衡問
に経営方法を改善し、豊柑こ向かし喰し¥物資を泌直させ、増産を強じし、物資の供給を充実させ、我々の戦闘能力を
槽設する.3 継続的な油価の安定老健在し、投機活動を絶対におとなわず、銀得的な買いだめをしない.4 継続聞
な金議の安定を保田レ木正な資金涜周をせず、やみくもに貸し付けず量も必要かつ最も効果的な手段で資金を使う。
5 敵除方をはっきりと見分け 立相を強固ζし 「ボイス。オプ。アメリカ」や台湾匝民党ギヤングの放送を絶対に
聴かずスパイや匪賊の特務工作員の磁会費、デマを厳しく防備し、人々は公安買としての責任を負う。

1 我々の全力を尽くし銑米護鯛傑家街国の志腹部隊老支援する.2 積領的"経営を改笹し 都市と農村の相互扶

自Et行革託高官ヂ豊富談君主主22位認九、接事務長年員協員EHL、霊祭需主義ZFEETT喜
聞として闘争し、市の物価を安定させる.5 政府の政策を遵守し、政府の法令を貫徹して団結を強化し致附の坪

伊織時*~~i持基F諸Et7鋭意犠里高島最壇堅議開手号室主主量五li~?j読寄せきは園通
発する.7 時事学習を強化し政治的覚悟を向上させ、アメリカ頼回主義の寅埼暴行を徹底的に認様L、すべての『恐
米Jr崇米Jr羽米江，.，却を粛清する.

T 会均を尽くレで 抗米領事脅保家抑制園同志願行動を支侵する。 2 隙と友人をはっきりと見分す すべてのアメ'Jカ
そ怒れる恩唱を取リ附き、アメリカと蒋介石がまき散らすデマを俳斥し 匪賊¢糟務土作員のデマを制止し特務活動
を防止する.3 政府による物価力安定に協力し、設機聞な貿いだめ、投機活臥金融を乱す悪質分子を資促する。 4
略著書~!!基金巻物資司直させ我々の戦闘能力開出する。 5 時事学習を強化し叫がアメリカ帝国主義の侵

1 工商界を動員し会力で抗排除援制する. 2 生産を強化し 交易を増進する.3 投機的な買いだめをせす、投機を
せず物 3の安定を強聞にする固 4 給甜佳務を完遂し、国家の収支ハランスを盟国亡する.5 革命秩序を強固に」
匪 σ待務工作員¢者動を厳しく防備する@

t 全力を尽くし 断固として抗米緩毅祖国防衛回志願行動を鎗援する.2 潟産立努力し物資を涜祖ざせ、供給を
保伍する。 3 姫様百動をおとなわず、投機的な買いためをせず、政府に協カし、金融 物価を安定させる。 4 観察
防止業務をしっかリと行し¥匪隠の特務ヱ作員のデマを粉砕し 「ボイスオプアメリお」を聴かず抗米援制の宣
伝を広める。 5 アメリカの製品を使用しない。

張家口 1 全力を尽くして、夏園行動を支鑑する。 2 仕事の部署を盤錯し 生産をしつがリとおこなうことを保証し都市
と震射の物流をE霊化する。 3 敬市開の政策 法令を箇謹し物価悶槍鍛酌な安定を保証し 短宅鈴旬怠買いだめをせず、
彼1断7為をしない.4 時事学習を強化し、目下次形勢をはっきりと認識し立場を強圃 ζし思想を統 し倣と友
をはっきりと区別し、反動分子のデマ"瓦を貸さない。

戚少

高畠

後丸山

1 全力を尽くして、愛賀市動を支怨する。 2 摘出草的にデマを撲漏し 断固として匪賊の特務工作員を粛清する。 3
生産麟争に協力し、コストを下げて犬量に単産する.4 経営方針をただし、設機的な買いだめや役織す為乙反対す
る。 5 都市と履村の受涜を促進L，継椀閣に物価を若ち着かせ、市鳴を安定させる。 6 縦収政策を鑓援し革命現
争へ¢共給を保鉦する

1 全力を尽くして、抗芳媛朝祖国防衛週動を実践する.2 積極的に息村の土地改革を支復し断固として地主，怒
れ場痛とはし恥、 3 徹底的 ζデマを撲滅し「ボイス オブアメリカJ及び寸勾問反動的な放送を礁かず腕亘と
して政府による土着のE滞や持務工作員の館清を助ける.4 生産を強化し 積糧目的 ζ径営し 都市農村閣の交易を強
力に展開し国W盟済建霞を壮大にする.5 聞置として金曜や物価を落ち着かせる政策を貫搬し 同業聞の値段交渉
を行い、投縫舌動と物価のつリ上げに反対する。

1 智って、盆力を尽く L 抗米湿納闘争を支持しアメリカ帝毘主義め乙こ 1∞年来刻中聞における血の舗も、をさせ
る。 2 物価 安定させ、投日韓や投機的毘いため¢名分子を粛脅する.3 政澗の政策を寛徳」政府の法令を遵守」
政府沼呼びかけtζ応える。 4 防空Wl:k防毒防好の国防工作を強ヒし敵と友をはっきりと見分け、デマを紡降

!r\t~際電篠宮車歯車鍔FtデZ量産量産tの重量産挟孫袷i+~障害Z43妥協理主む幹線喜
朗をおこなう.7 図結を強化し、経嘗を改善」委託加工と発主主任務の完遂を保証する巴

(出所)r各大城市工商業界愛国公約Jr人民日報.1195C年 12月14日を参照して筆者作成。
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な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
自
発
性
を
喚
起
す
る
活
動
が
お
こ

な
わ
れ
る
一
方
で
、
積
極
分
子
が
勝
手
に
決
め
た
り
、
強
制
や
命
令
に

よ
っ
て
(
公
約
に
)
署
名
を
さ
せ
た
り
す
る
ケ

I
ス
も
発
生
し
て
お

り
、
愛
国
公
約
の
急
速
な
拡
大
は
、
単
純
に
人
び
と
の
自
発
性
と
い
う

だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
{
想
。

そ
れ
で
は
、
職
場
や
地
域
単
位
だ
け
で
な
く
家
庭
で
も
公
約
を
決
め

る
必
要
性
は
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
説
明
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
南

京
市
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
愛
国
公
約
は
多
く
の
住
民
を
し
て
、
と
び
き
り
新
し
い
姿
を
表
面

化
さ
せ
た
。
旧
社
会
の
良
く
な
い
ム

l
ド
を
徐
々
に
取
り
除
い
て
い
っ

た
。
当
該
市
一
区
の
佑
衣
廊
北
段
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
一
四
一
戸

中
、
ア
ヘ
ン
を
吸
っ
た
り
売
っ
た
り
し
て
い
た
の
は
九
戸
、
賭
博
で
飯

を
食
っ
て
い
た
の
が
一
六
戸
、
全
段
六
四
三
人
中
、
賭
博
常
習
者
は
四

O
O人
前
後
、
税
の
未
納
は
九
O
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
愛
国
公
約
を

執
行
し
て
か
ら
、
現
在
、
す
で
に
ひ
と
り
と
し
て
麻
薬
を
す
る
者
は
な

く
、
ひ
と
り
と
し
て
賭
博
を
す
る
者
は
な
く
、
一
戸
と
し
て
税
の
未
納

な
家
は
な
い
。
四
区
の
水
西
門
大
街
西
段
で
は
、
過
去
に
は
二
五
の
家

で
ラ
ジ
オ
を
も
ち
、
一
四
の
家
で
『
ボ
イ
ス
・
オ
プ
・
ア
メ
リ
カ
』
を

聴
き
、
デ
マ
を
飛
ば
し
て
い
た
が
、
現
在
こ
の
二
五
の
ラ
ジ
オ
の
短
波

は
、
す
べ
て
自
ら
切
る
か
封
を
さ
れ
て
、
そ
こ
で
の
デ
マ
は
徐
々
に
な

く
な
っ
た
」
(
旬
。

こ
の
報
告
か
ら
、
各
家
庭
レ
ベ
ル
で
の
愛
国
公
約
が
、
生
活
上
守
る

べ
き
決
ま
り
事
い
わ
ば
日
常
生
活
規
範
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
あ
く
ま
で
新
聞
記
事
で
あ
り
、
宣
伝
的
な

効
果
も
考
慮
し
て
実
際
よ
り
も
「
パ
ラ
色
」
に
描
か
れ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
も
の
の
、
い
っ
た
ん
公
約
と
し
て
住
民
に
公
開
し
て
し
ま
え

ば
、
そ
れ
が
守
ら
れ
て
い
る
か
と
う
か
を
周
囲
が
相
互
監
視
す
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
税
の
未
納
な
ど
の
犯
罪
が
減
少
し
た
り
で
あ
ろ
う
。

ま
た
中
共
中
央
華
南
分
局
宣
伝
部
副
部
長
の
李
凡
夫
は
、
「
家
庭
公

約
を
取
り
決
め
て
か
ら
、
い
?
も
け
ん
か
を
し
て
い
た
家
庭
が
、
仲
む

つ
ま
じ
く
幸
福
で
仕
事
や
学
習
に
励
み
祖
国
を
熱
愛
す
る
家
庭
へ
と
か

わ
っ
た
」
と
い
う
あ
る
家
族
の
「
家
庭
公
約
」
に
つ
い
て
紹
介
し
、
愛

国
公
約
と
家
庭
公
約
を
結
合
し
、
愛
国
主
義
主
実
際
の
生
活
を
結
合
す

る
意
義
の
重
大
き
を
強
調
し
て
い
る
。
同
時
に
「
反
動
派
」
は
、
共
産

党
が
家
庭
を
破
壊
す
る
か
の
よ
う
な
デ
マ
を
飛
ば
し
て
い
る
が
、
マ
ル

ク
ス
も
非
常
に
敬
愛
す
べ
き
家
庭
を
も
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
つ
つ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
も
ち
ろ
ん
、
も
し
も
家
庭
の
中
に
思
想
上
司
原
則
的
な
分
岐
が
晶
、

り
、
ひ
と
り
は
愛
国
を
主
張
し
、
ひ
と
り
は
愛
国
を
理
解
し
て
い
な
い

よ
う
な
場
合
、
家
庭
内
の
争
い
が
な
け
れ
ば
思
想
上
の
遅
れ
を
克
服
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
進
歩
も
な
い
。
し
か
し
、
闘
争
に
も
各
種
の
方
法

が
あ
る
。
批
判
や
説
得
は
良
い
が
、
必
ず
し
も
け
ん
か
を
す
る
必
要
は

な
い
。
も
し
も
家
庭
内
の
思
想
が
一
致
し
た
な
ら
ば
、
細
か
い
こ
と
で

い
つ
も
け
ん
か
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
(
旬
。

け
ん
か
ば
か
り
し
て
い
る
家
庭
が
、
家
庭
公
約
を
通
し
て
「
思
想
が

一
致
」
し
、
仲
む
つ
ま
じ
い
家
庭
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
宣
伝

は
、
あ
る
種
の
「
教
理
」
の
よ
う
な
宗
教
性
を
感
じ
き
せ
る
も
の
で
あ

る
。
そ
う
し
た
政
府
の
「
教
理
」
が
、
人
び
と
に
と
っ
て
絶
対
的
な
も

の
と
な
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
人
び
と
の
信
仰
す
る
宗
教
で
あ
る
。



毛沢東時代の f愛国]イデオロギーと大衆動員

4

宗
教
界
へ
の
波
及

人
び
と
の
宗
教
的
な
信
仰
心
と
国
家
へ
の
無
条
件
の
忠
誠
と
が
調
和

し
な
い
状
況
は
、
中
国
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
国
に
見
受
け
ら
れ
る

が
、
愛
国
公
約
運
動
に
は
宗
教
界
を
い
か
に
巻
き
込
む
か
主
い
う
課
題

が
あ
っ
た
。
特
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
(
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
や
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
っ
た
遣
い
は
あ
る
も
の
の
)
同
教
徒
が

多
い
国
で
あ
り
、
朝
鮮
戦
争
に
直
面
し
て
い
る
政
府
と
し
て
は
敵
/
味

方
の
区
別
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
一
九
五
一
年
一
月
一
四
日
、
張
家
口
市
の
カ
ト
リ
y
ク

教
徒
ゴ
二
四
人
が
抗
来
援
朝
祖
国
防
衛
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
大

会
を
お
こ
な
っ
た
際
に
も
、
「
敵
と
友
を
は
っ
き
り
と
見
分
け
る
」
「
人

類
の
平
和
を
愛
す
る
と
い
う
教
義
に
基
づ
い
て
、
断
固
と
し
て
ア
メ
リ

カ
帝
国
主
義
の
侵
略
戦
争
に
反
対
す
る
」
と
い
う
意
見
表
明
が
な
さ
れ

た
の
で
あ
り
、
教
徒
は
「
味
方
」
で
あ
る
毛
沢
東
と
金
日
成
な
ど
の
大

き
な
肖
像
画
を
掲
げ
て
デ
モ
を
お
こ
な
っ
て
い
た
(
担
)
。

同
じ
よ
う
に
仏
教
界
も
、
当
時
の
日
本
の
武
装
に
反
対
し
、
抗
米
援

朝
の
愛
国
デ
モ
を
お
こ
な
う
。
一
九
五
一
年
二
月
二
日
午
前
に
お
こ
な

わ
れ
た
デ
モ
に
は
、
北
京
全
市
の
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
僧
侶
、
尼

僧
が
参
加
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
仏
教
界
で
採
択
さ
れ
た
愛
国
公
約

で
は
「
中
央
人
民
政
府
を
擁
護
し
、
共
産
党
を
擁
護
し
、
毛
主
席
を
擁

護
す
る
」
と
さ
れ
た
(
回
)
。
そ
の
後
、
道
教
会
で
も
同
じ
よ
う
に
愛
国

宣
言
が
発
表
さ
れ
る
(
旬
。
こ
の
よ
う
に
宗
教
界
申
愛
国
活
動
が
盛
ん

に
報
道
さ
れ
た
の
は
、
国
家
へ
の
忠
誠
心
を
獲
得
す
る
上
で
宗
教
の
教

義
が
障
碍
と
な
り
か
ね
な
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
当
時
の

新
聞
で
は
、
各
宗
教
の
教
義
に
照
ら
し
て
も
政
府
の
政
策
は
正
し
い
と
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い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
の
政
治
宣
伝
が
展
開
し
た
。

な
お
、
当
時
の
『
人
民
日
報
』
記
事
か
ら
み
る
と
、
「
日
本
の
再
武

装
」
反
対
と
愛
国
公
約
運
動
が
合
体
す
る
の
は
、
一
九
五
一
年
一
月
頃

か
ら
で
あ
る
(
容
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
戦
争
は
、
か
つ
て
四
日
中
戦

争
な
ど
と
違
っ
て
朝
鮮
半
島
で
の
戦
闘
で
あ
っ
た
た
め
、
戦
場
か
ら
速

く
離
れ
た
地
域
に
住
む
多
く
の
中
国
人
に
と
っ
て
か
な
ら
ず
し
も
身
近

な
脅
威
と
し
て
受
け
と
ら
れ
な
い
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
比
較
的

記
憶
に
新
し
い
日
本
の
再
軍
備
を
持
ち
出
す
こ
と
で
、
民
衆
内
に
危
機

感
を
生
み
出
す
戦
略
を
と
っ
て
い
た
。
日
本
の
再
軍
備
は
他
の
反
革
命

鎮
圧
運
動
な
ど
で
も
宣
伝
さ
れ
て
お
り
、
「
日
本
」
は
新
政
権
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
戦
略
に
お
い
て
恐
怖
や
屈
辱
の
ア
イ
コ
ン
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

党
に
よ
る
「
愛
国
」
の
検
査

全
国
的
に
展
開
し
た
愛
国
公
約
運
動
だ
が
、
進
展
度
合
い
は
地
域
に

よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
一
般
的
に
大
都
市
・
中
都
市
の
愛
国
公

約
運
動
は
比
較
的
順
調
に
展
開
し
た
が
、
小
都
市
や
農
村
は
劣
っ
て
お

り
、
辺
境
地
域
の
状
況
は
さ
ら
に
悪
か
っ
た
。

こ
う
し
た
地
域
差
が
生
じ
た
背
景
と
し
て
、
地
区
の
党
組
織
や
一
部

の
幹
部
が
「
愛
国
公
約
の
偉
大
な
政
治
的
意
義
」
を
十
分
に
理
解
し
て

い
な
い
こ
と
な
ど
、
党
組
織
・
幹
部
の
指
導
の
誤
り
が
指
摘
さ
れ
た
。

「
愛
国
公
約
は
大
衆
が
棺
互
に
監
督
し
て
お
こ
な
う
自
己
教
育
の
基
本

的
か
た
ち
だ
が
、
党
の
組
織
は
、
人
民
を
教
育
し
愛
国
主
義
思
想
を
高

め
、
一
人
一
人
に
祖
国
に
対
し
て
負
う
べ
き
責
任
を
知
ら
し
め
る
責
任
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が
あ
る
」
。
こ
う
し
た
ロ
ジ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
一
九
五
一
年
以
降
、
中

国
共
産
党
組
織
が
愛
国
公
約
の
実
行
状
況
の
検
査
で
積
極
的
役
割
を
果

た
す
よ
う
に
な
っ
た
(
田
)
。

大
き
な
問
題
は
、
政
府
と
末
端
幹
部
の
意
識
白
差
で
あ
っ
た
。
図
ー

は
党
の
組
織
系
統
を
大
雑
把
に
示
し
た
も
の
だ
が
、
巨
大
な
中
国
に

と
っ
て
中
央
か
ら
末
端
社
会
ま
で
の
距
離
は
非
常
に
遠
く
、
同
じ
党
員

と
は
い
え
企
業
や
工
場
な
ど
に
配
属
さ
れ
て
い
る
末
端
幹
部
と
党
中
央

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ス
ム
ー
ズ
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
「
基

層
委
員
会
」
「
総
支
部
委
員
会
」
(
支
部
委
員
会
」
と
名
称
が
異
な
っ
て

い
る
よ
う
に
、
末
端
社
会
の
党
員
配
置
も
不
均
衡
で
、
党
員
が
多
い
部

署
も
あ
れ
ば
少
な
い
部
署
も
あ
っ
た
。

戦
争
の
危
機
に
直
面
す
る
党
中
央
に
と
っ
て
、
「
愛
国
」
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
浸
透
は
重
視
す
べ
き
こ
と
だ
っ
た
が
、
末
端
幹
部
自
レ
ベ
ル
で

は
日
々
の
職
務
の
ほ
う
が
重
要
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

宣
伝
工
作
や
検
査
も
滞
り
が
ち
だ
っ
た
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

日
々
の
業
務
に
従
事
す
る
末
端
斡
部
に
と
っ
て
、
愛
国
公
約
は
あ
く
ま

で
形
式
的
な
も
の
で
あ
り
、
実
際
的
意
味
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の

t
め
北
京
で
は
、
ま
ず
党
の
区
委
員
会
が

工
場
白
幹
部
に
対
し
て
愛
国
公
約
に
つ
い
て
の
教
育
を
お
こ
な
い
、
彼

ら
に
愛
国
公
約
の
重
要
性
を
十
分
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
た

(訂)。人
び
と
の
愛
国
公
約
が
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
い
き
お
い
公

約
が
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
を
検
査
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
一

九
五

O
年
か
ら
急
速
に
拡
大
し
た
愛
国
公
約
運
動
だ
が
、
五
一
年
に
な

る
と
、
そ
れ
が
「
空
文
」
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
報
じ
ら
れ
た
。
た
と
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省級委員会

↓ 
県級委員会

↓ 
企業償問学校研究所町郷鎮村 A震解放軍連隊その他

党の組織系統

党申告処

凶 l

1巨地

茎題委員会党員 lQC人以上

末機社会
総支部委員会党員 50人以上

支部委員会

(注)中央書記処、中央紀律検査委民会は省略。

(出所)拙著『中国討会と大衆動員一一色沢東時代の政治権力と民衆』御茶の水書房、 2削8年、 41頁。

党員50人未満



え
ば
中
共
旅
大
市
委
の
海
港
東
区
の
謂
査
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
検
査
状

況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
(
想
。
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労
働
者
へ
質
問
「
あ
な
た
方
は
愛
国
公
約
を
取
り
決
め
ま
し
た

か
っ
」

労
働
者
「
な
ん
で
す
か
フ
も
う
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
よ
」

小
組
長
「
取
り
決
め
ま
し
た
取
り
決
め
ま
し
た
!
」

小
組
長
に
質
問
「
ど
ん
な
取
り
決
め
を
し
ま
し
た
か
っ
」

小
組
長
「
覚
え
て
い
ま
せ
ん
1

」

小
組
長
に
質
問
「
あ
な
た
が
た
の
公
約
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
っ
」

小
組
長
。
「
工
会
に
あ
り
ま
す
」

工
会
主
任
「
そ
う
い
う
こ
と
で
し
た
ら
探
し
て
き
ま
す
(
長
い
こ

と
か
か
っ
て
よ
う
や
く
み
つ
け
だ
す
と
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こ
れ
は
小
組
長
や
工
会
主
任
な
ど
の
幹
部
が
愛
国
公
約
運
動
を
軽
視

し
て
い
た
ケ
l
ス
だ
が
、
こ
う
し
た
愛
国
公
約
の
形
骸
化
は
一
部
の
地

域
だ
け
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
生
産
や
生
活
の
場
で
、

「
愛
国
」
の
た
め
に
自
発
的
に
割
け
る
労
力
に
は
限
界
が
あ
っ
た
ろ
う

(
曲
)
。一
九
五
一
年
八
月
一
五
日
付
『
人
民
日
報
』
に
よ
る
と
、
愛
国
公
約

の
内
容
が
空
虚
で
空
約
束
と
化
し
て
し
ま
う
の
は
、
全
国
的
な
傾
向

だ
っ
た
よ
う
だ
。
公
約
内
容
が
抽
象
的
か
つ
紋
切
り
型
で
実
質
を
伴
っ

て
い
な
か
っ
た
り
、
あ
ま
り
に
条
文
が
争
す
ぎ
て
内
容
が
複
雑
な
た
め

に
取
り
決
め
た
本
人
が
公
約
を
覚
え
き
れ
な
か
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
(
想
。
ま
た
上
海
の
工
場
に
関
し
て
も
、
愛
国
公
約
を
決
め
る

だ
け
決
め
て
、
工
会
が
宣
伝
に
力
を
入
れ
な
い
ま
ま
忘
れ
ら
れ
て
い
た

ケ
l
ス
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
(
包
。

そ
の
た
め
上
海
で
は
一
九
五
一
年
か
ら
、
愛
国
公
約
検
査
員
制
度
の

よ
う
な
公
約
の
執
行
を
検
査
す
る
よ
う
な
制
度
が
つ
く
ら
れ
は
じ
め
た

(
担
)
。
河
北
省
や
南
京
市
で
は
五
一
年
六

1
七
月
に
広
く
検
査
が
お
こ

な
わ
れ
、
東
北
各
省
や
漸
江
、
福
建
、
険
西
、
甘
粛
、
青
海
、
湖
北
、

湖
南
、
雲
南
、
貴
州
な
ど
り
各
省
で
も
八
月
ま
で
に
は
検
査
を
終
え
る

か
取
り
か
か
る
か
し
て
い
た
(
想
。
北
京
で
も
比
較
的
大
き
な
公
営
工

場
や
企
業
で
は
、
七
月
中
旬
か
ら
愛
国
公
約
の
検
査
が
お
こ
な
わ
れ
た

(
剖
)
。
北
京
の
電
信
局
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
四
種
類
の
検
査
方
法
が

用
い
ら
れ
て
い
た
(
ぎ
。

①
党
・
行
政
(
管
理
部
門
了
工
会
・
青
年
団
の
幹
部
を
主
体
と

し
て
、
小
組
長
を
参
加
さ
せ
、
核
心
検
査
組
を
組
織
し
て
検
査

を
お
こ
な
う

②
大
衆
に
常
に
相
互
検
査
さ
せ
る

③
小
組
会
議
の
検
査
制
度
を
設
け
る

④
党
の
宣
伝
員
・
報
告
員
は
、
愛
国
公
約
の
執
行
状
況
検
査
の
際

に
は
宣
伝
を
お
こ
な
い
、
良
い
者
を
表
彰
し
、
惑
い
者
を
批
判

し
て
改
善
を
促
す

こ
う
し
た
内
容
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
も
は
や
「
愛
国
の
公
約
」

は
人
び
と
の
自
発
的
行
為
で
は
な
か
っ
た
。
党
を
は
じ
め
と
す
る
幹
部

に
よ
っ
て
執
行
状
況
の
検
査
が
お
こ
な
わ
れ
る
「
政
策
」
と
し
て
、
末

端
社
会
に
適
用
さ
れ
て
い
た
。
特
に
一
九
五
一
年
六
月
頃
に
な
る
と
、

中
国
各
地
で
愛
国
公
約
の
執
行
状
況
に
関
す
る
検
査
が
展
開
し
て
い
っ

た
。
当
初
は
、
「
大
衆
に
よ
る
自
発
的
な
運
動
」
と
い
う
か
た
ち
で
は
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じ
ま
っ
た
愛
国
公
約
運
動
は
、
五
一
年
七
月
に
な
る
と
「
計
画
的
か
っ

指
導
さ
れ
た
運
動
」
で
あ
り
、
「
愛
国
公
約
は
ま
さ
に
国
家
建
設
を
推

し
進
め
、
大
衆
を
進
歩
さ
せ
、
大
衆
の
愛
国
的
熱
情
を
発
揮
さ
せ
る
最

も
優
れ
た
形
式
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た
(
担
)
。

末
端
社
会
の
愛
国
公
約
は
居
民
組
織
が
検
査
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
派

出
所
が
模
範
の
単
位
を
表
彰
す
る
こ
と
も
お
こ
な
わ
れ
た
(
訂
)
。
工
場

で
は
検
査
組
を
組
織
し
て
、
毎
日
仕
事
を
終
え
る
前
に
検
査
を
し
た
。

青
島
の
あ
る
家
庭
で
は
「
家
庭
愛
国
公
約
日
記
簿
」
を
つ
け
て
、
毎
日

目
愛
国
公
約
の
成
果
と
反
省
点
を
記
録
し
、
月
の
終
わ
り
に
検
査
し
て

い
た
(
想
。
一
九
五
二
年
九
月
二
八
日
の
「
抗
米
援
朝
工
作
を
継
続
的

に
強
化
し
、
国
家
の
建
設
を
保
証
し
よ
う
」
(
『
人
民
日
報
』
)
で
は
、

愛
国
公
約
制
度
と
愛
国
日
制
度
を
強
化
す
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
「
各
界
人
民
を
教
育
し
、
団
結
さ
せ
、
各
種
の
愛
国
工
作

を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
の
重
要
な
方
法
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
(
想
。

愛
国
公
約
と
建
国
初
期
の
政
治
運
動

ー
反
革
命
鎮
圧
運
動

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
五
二
年
半
ば
以
降
、
愛
国
公
約
運
動
は
党
組

織
が
指
導
す
る
運
動
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
労
働
者
、
民
兵
、
機
関

職
員
、
婦
女
会
、
学
生
、
教
育
界
、
文
化
界
、
医
薬
界
、
宗
教
界
、
工

商
界
な
ど
へ
広
範
に
広
が
っ
た
(
想
。
そ
の
た
め
、
も
と
も
と
抗
米
援

朝
運
動
の
一
環
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
愛
国
公
約
は
、
政
府
が
主
導
す
る

そ
の
ほ
か
の
大
衆
動
員
に
も
応
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ひ
と

つ
に
反
革
命
鎮
圧
運
動
が
あ
る
。
反
革
命
鎮
圧
運
動
は
、
そ
の
名
の
通

り
「
反
革
命
分
子
」
の
取
り
締
ま
り
運
動
で
あ
る
が
、
朝
鮮
戦
争
介
入

後
の
五

O
年一

O
月
以
降
は
よ
り
厳
し
い
摘
発
が
全
国
で
お
こ
な
わ
れ

た
。
五
二
年
二
月
に
は
「
中
華
人
民
共
和
国
懲
治
反
革
命
条
例
」
が
公

布
さ
れ
、
運
動
は
さ
ら
に
加
速
し
た
(
削
)
。

こ
う
し
た
な
か
で
愛
国
公
約
運
動
は
反
革
命
鎮
圧
運
動
と
の
結
び
つ

き
を
深
め
た
。
た
と
え
ば
一
九
五
一
年
三
月
、
上
海
市
で
は
二

O
の
産

業
工
会
と
数
干
の
基
層
工
会
が
そ
れ
ぞ
れ
愛
国
公
約
を
締
結
し
た
が
、

そ
の
結
果
つ
ぎ
の
よ
う
な
状
況
が
報
じ
ら
れ
た
。

「
全
市
の
一
万
あ
ま
り
の
里
奔
で
は
、
す
で
に
、
あ
る
い
は
現
在
、

居
民
大
会
を
開
催
し
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
犯
罪
を
告
発
し
、
つ
ぎ

つ
ぎ
と
愛
国
公
約
を
締
結
し
て
い
る
。
嵩
山
、
北
四
川
路
の
同
区
だ
け

で
四

O
Oの
盟
弄
居
民
が
す
で
に
愛
国
公
約
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
居

民
た
ち
は
ま
た
積
極
的
に
特
務
の
悪
党
を
摘
発
し
、
者
間
区
町
居
民
が

摘
発
し
た
特
務
分
子
だ
け
で
、
三
O
O余
人
と
な
っ
て
い
る
。
全
市
で

『
冬
防
服
務
隊
』
に
参
加
し
た
一

O
万
あ
ま
り
の
居
民
は
、
旦
弄
の
な

か
で
さ
ら
に
組
織
だ
っ
た
行
動
で
、
積
極
的
に
人
民
政
府
が
社
会
治
安

を
強
固
に
す
る
の
を
助
け
て
い
る
。
一

O
O万
近
い
家
庭
の
婦
女
が
、

現
在
、
家
庭
民
主
婦
女
聯
合
会
の
指
導
の
下
、
さ
ら
に
組
織
さ
れ
、
各

種
田
愛
国
活
動
に
参
加
し
て
い
る
」
(
招
)
。

愛
国
と
「
反
革
命
分
子
の
鎮
圧
」
を
結
び
つ
け
、
社
会
に
潜
む
「
敵
」

を
探
し
出
す
の
は
、
全
国
的
な
活
動
傾
向
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
一
例
が
以
下
に
挙
げ
る
一
九
五
一
年
一
一
月
の
愛
国
公
約
で
あ
る

(拍)。① 

「
懲
治
反
革
命
条
例
」
を
擁
護
し
、
断
固
と
し
て
反
革
命
分
子

を
鎮
圧
し
、
積
極
的
に
政
府
に
協
力
し
て
告
発
や
密
告
を
お
こ
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② 

な
い
、
か
ば
い
だ
て
を
せ
ず
、
悪
人
を
か
く
ま
わ
ず
、
し
か
し

善
人
は
謹
告
し
な
い

デ
マ
に
耳
を
貸
さ
ず
、
デ
マ
を
聞
い
た
ら
そ
の
出
所
を
突
苦
と

め
、
す
ぐ
に
政
府
に
報
告
す
る

厳
格
に
戸
口
制
度
を
遵
守
し
、
客
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
報
告
し
、

無
戸
籍
者
を
な
く
し
、
相
互
に
監
視
す
る

み
な
で
仕
事
を
分
担
し
て
各
自
責
任
を
負
い
、
特
別
な
人
び
と

(
特
殊
人
口
)
を
監
視
し
、
か
れ
ら
に
生
産
労
働
を
さ
せ
、
規

律
正
し
く
す
る
こ
と
だ
け
を
許
し
、
無
責
任
な
こ
と
を
言
っ
た

り
し
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ
ず
、
彼
ら
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る

す
べ
て
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
実
際
の
行
動
で
烈
士
の
軍
人

の
家
族
を
助
け
る

積
極
的
に
生
産
し
、
収
入
を
増
や
し
、
期
限
通
り
に
寄
付
の
任

務
を
完
了
し
、
毎
月
人
民
元
口
口
元
を
寄
付
す
る

防
空
業
務
を
し
っ
か
り
と
お
こ
な
い
、
防
空
壕
・
砂
嚢
・
ラ
ン

プ
の
傘
な
ど
を
設
備
を
備
え
付
け
、
か
つ
常
に
点
検
す
る

衛
生
業
務
を
し
っ
か
り
と
お
こ
な
い
、
室
内
外
を
毎
日
か
な
ら

ず
一
回
は
清
掃
す
る

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
文
章
は
「
フ
ォ

l
マ
y
ト
」
と
し
て
出
回
っ
て

お
り
、
各
自
が
自
由
に
金
額
を
書
き
込
め
る
よ
う
空
欄
に
な
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
叩
よ
う
な
か
た
ち
で
愛
国
公
約
は
、
あ
く
ま
で
自

発
的
な
か
た
ち
を
装
い
な
が
ら
、
重
要
な
政
策
を
支
持
さ
せ
る
政
治
的

技
術
を
新
政
府
に
与
え
て
お
り
、
政
策
は
(
愛
国
」
と
い
う
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
し
て
正
当
化
さ
れ
た
。
「
愛
国
」
は
人
び
と
の
生
活
と
政
治

を
結
び
つ
け
る
重
要
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
回
路
だ
っ
た
。

結
果
と
し
て
み
れ
ば
、
反
革
命
鋲
庄
運
動
に
お
い
て
、
(
愛
国
的
」

人
び
と
に
よ
る
相
互
監
視
と
密
告
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一
九

五
一
年
一

O
月
の
羅
瑞
卿
公
安
部
長
の
報
告
に
よ
る
と
、
「
東
北
で
反

革
命
鎮
圧
を
は
じ
め
て
か
ら
八
月
ま
で
に
、
大
衆
の
手
に
よ
る
告
発
・

密
告
状
は
一
六
万
件
に
達
し
た
」
と
さ
れ
、
「
上
海
市
で
は
、
告
発
状

三
万
三
一

0
0
0余
通
が
集
ま
り
、
反
革
命
分
子
二
万
九

0
0
0人
近
〈

が
告
発
」
さ
れ
た
と
い
う
(
旬
。

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ 

2

「
三
反
」
「
五
反
」
運
動

一
九
五

0
3五
一
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
コ
ニ
大
運
動
」
と
い
え
ば
、

抗
来
援
朝
運
動
土
地
改
革
反
革
命
鎮
圧
運
動
で
あ
り
、
愛
国
公
約

運
動
は
こ
れ
ら
白
運
動
に
付
随
し
て
展
開
し
た
。
そ
し
て
ご
ニ
大
運

動
」
以
後
、
一
九
五
一
年
末
か
ら
全
国
的
に
展
開
し
た
の
が
「
三
反
」

「
五
反
」
運
動
で
あ
る
。

「
一
ニ
反
」
と
は
汚
職
浪
費
・
官
僚
主
義
反
対
を
意
味
し
、
一
九
五

一
年
一
二
月
以
降
、
中
央
人
民
政
府
に
設
置
さ
れ
た
節
約
検
査
委
員
会

を
ト
ッ
プ
と
し
て
全
国
の
機
関
で
お
こ
な
わ
れ
た
運
扇
で
あ
る
。
こ
う

し
た
運
動
が
お
こ
な
わ
れ
た
背
景
に
は
、
朝
鮮
戦
争
が
国
内
経
済
に
特

一
九
五
一
年
の
こ
の
公
約
で
は
、
表
1

(
一
九
五

O
年
)
の
ほ
と
ん

ど
で
挙
げ
ら
れ
た
「
抗
米
援
朝
」
に
替
わ
っ
て
「
反
革
命
の
鎮
圧
」
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
積
極
的
に
政
府
に
協
力
し
て
告
発
・
密
告
を
お
こ

な
う
こ
と
、
客
が
あ
れ
ば
報
告
す
る
こ
と
、
住
民
相
互
に
監
視
す
る
こ

と
な
ど
が
公
約
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
⑥
の
人
民
元
の
金
額

部
分
が
空
欄
に
な
っ
て
い
て
自
由
に
数
字
を
書
き
込
め
る
こ
と
で
あ
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需
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
軍
事
費
の
増
大
が
国
家
財
政
を
圧
迫
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
増
産
節
約
の
た
め
に
「
反
汚

職
、
反
浪
費
、
反
官
僚
主
義
の
間
争
」
を
大
衆
運
動
方
式
で
お
こ
な
っ

た
東
北
局
の
経
験
が
中
央
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
拍
)
。
「
三
反
」

運
動
は
、
基
本
的
に
国
営
・
公
私
合
営
(
崎
)
の
企
業
や
工
場
を
対
象

に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
運
動
は
社
会
全
体
に
飛
び
火
し
、
一
九

五
二
年
一
月
末
か
ら
中
央
政
府
は
全
国
の
都
市
部
で
「
五
反
」
(
贈
賄
・

脱
税
・
国
家
資
材
の
横
領
・
仕
事
の
手
抜
き
と
材
料
の
ご
ま
か
し
国

家
経
済
情
報
の
盗
み
取
り
反
対
)
運
動
を
発
動
し
た
。
こ
の
運
動
に

よ
っ
て
、
都
市
の
商
工
業
者
、
職
員
、
庖
員
、
労
働
者
な
ど
の
幅
広
い

都
市
住
民
が
動
員
さ
れ
、
社
会
全
体
で
厳
し
い
取
り
締
ま
り
が
お
こ
な

つ
れ
た
。
こ
う
し
た
運
動
の
結
果
、
多
く
の
経
営
者
が
批
判
さ
れ
、
逆
に
(
運

動
を
指
導
し
た
)
共
産
党
員
の
権
力
が
強
化
さ
れ
た
。
積
極
的
に
政
治

運
動
に
関
わ
っ
た
積
極
分
子
は
、
末
端
の
幹
部
候
補
と
な
っ
た
。
資
本

家
が
相
互
に
告
発
す
る
こ
と
や
、
家
族
問
で
告
発
す
る
こ
と
が
奨
励
さ

れ
た
た
め
、
伝
統
的
な
社
会
や
家
族
の
連
帯
に
対
す
る
政
治
の
干
渉
が

増
し
た
(
肝
)
。

一
九
五
二
年
九
月
、
当
時
の
財
政
部
長
だ
っ
た
薄
一
波
は
、
「
三
反
」

「
五
反
」
運
動
の
成
果
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
総
括
し
た
。

「
一
九
五
一
年
末
お
よ
び
一
九
五
二
年
上
半
期
に
お
い
て
、
わ
れ
わ

れ
は
国
家
機
関
の
工
作
人
員
の
な
か
で
、
反
汚
職
・
反
浪
費
・
反
官
僚

主
義
の
『
三
反
』
運
動
を
行
い
、
ま
た
私
営
商
工
業
に
お
い
て
、
贈
賄

に
反
対
し
、
脱
税
に
反
対
し
、
国
家
資
材
の
か
す
め
と
り
に
反
対
し
、

手
を
抜
き
原
料
を
ご
ま
か
す
こ
と
に
反
対
し
、
国
家
の
経
済
情
報
を
ぬ

す
み
と
る
こ
と
に
反
対
す
る
『
五
反
』
運
動
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
運

動
に
お
い
て
、
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
国
家
工
作
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
の

程
度
自
汚
職
・
浪
費
・
官
僚
主
義
の
行
為
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
程

度
の
処
分
を
受
け
、
と
く
に
重
い
者
は
法
律
の
制
裁
を
も
受
け
た
。

(
中
略
)
こ
の
運
動
を
通
じ
て
、
北
京
、
上
海
・
天
津
漢
口
広
州
・

溶
陽
な
と
の
九
大
都
市
で
、
四
五
万
余
戸
の
私
営
商
工
業
者
を
審
査
し

た
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
程
度
の

違
法
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
(
想
。

こ
の
よ
う
に
政
権
側
か
ら
み
れ
ば
、
「
三
反
」
「
五
反
」
は
大
き
な
成

果
を
も
た
ら
し
た
運
動
だ
っ
た
が
、
こ
の
運
動
の
意
味
は
単
な
る
違
法

行
為
の
取
り
締
ま
り
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
中
国
共
産
党
が
人

び
と
の
価
値
観
や
日
常
の
振
る
舞
い
に
ま
で
干
渉
し
て
い
く
重
要
な
契

機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
商
習
慣
の
改
造
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
当
時
、
汚
職
を

犯
し
た
職
員
の
多
数
は
、
物
資
の
管
理
出
納
・
仕
入
れ
に
従
事
し
て

い
た
人
び
と
で
あ
る
が
、
こ
の
職
員
ら
が
商
工
界
と
グ
ル
に
な
り
、
買

い
付
け
の
際
に
多
額
の
リ
ベ
ー
ト
が
生
じ
、
結
果
と
し
て
売
値
が
高
騰

し
て
民
衆
が
損
を
す
る
と
い
う
構
図
が
批
判
さ
れ
た
。
実
際
の
と
と

ろ
、
そ
れ
ま
で
の
中
国
の
商
慣
行
に
お
い
て
、
リ
ベ
ー
ト
は
決
し
て
特

別
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
た
り
前
の
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
徹
底
し
た
政
治
動
員
と
取
り
締
ま
り
に
よ
っ
て
そ
の
違
法
性
が
広

く
認
識
さ
れ
た

(90

ま
た
、
こ
う
し
た
汚
職
は
一
般
的
に
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
思
想
に

よ
る
腐
敗
」
と
い
う
文
脈
で
説
明
さ
れ
た
c

薄
一
波
は
講
話
の
な
か
で

つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
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「
一
部
の
人
々
も
、
都
市
に
は
い
っ
て
以
後
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の

悪
い
作
風
を
学
ん
だ
。
(
中
略
)
生
活
に
お
い
て
は
、
質
素
・
刻
苦
を

提
唱
す
る
の
で
は
な
く
て
、
派
手
に
ふ
る
ま
い
、
浪
費
・
享
楽
す
る
こ

と
を
学
ん
だ
。
あ
る
十
一
且
同
級
幹
部
は
『
腹
一
杯
食
べ
、
よ
く
眠
り
、
任
務

を
完
成
し
よ
う
』
な
ど
と
さ
え
言
っ
た
。
こ
の
た
め
、
反
汚
職
、
反
浪

費
、
反
官
僚
主
義
の
闘
争
は
、
本
質
的
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
腐
敗
堕
落

思
想
に
た
い
す
る
闘
争
で
あ
り
、
同
時
に
ま
た
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が

こ
こ
=
一
年
来
労
働
者
階
級
と
中
国
共
産
党
に
た
い
し
て
行
っ
た
凶
暴
な

侵
攻
に
た
い
し
て
、
断
圃
た
る
反
攻
を
行
い
、
こ
の
反
動
的
攻
撃
を
圧

え
つ
け
る
と
と
も
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
こ
の
反
動
的
な
思
想
と
醜

悪
な
行
為
に
政
治
的
な
改
造
と
、
法
律
上
の
制
裁
を
加
え
る
こ
と
に
ほ

か
な
ら
な
い
」
(
田
)
。

こ
う
し
た
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
中
央
だ
け
で
は
な
く
地
方
の
機
関
で
も
採

用
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
中
共
中
央
華
北
局
直
属
機
関
の
党
委
員
会
の

ま
と
め
で
も
、
「
三
反
」
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
に

よ
る
腐
敗
・
汚
職
で
あ
り
、
そ
れ
は
党
の
平
常
の
「
組
織
生
活
」
の
厳

し
さ
が
不
十
分
で
あ
る
が
た
め
に
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
思
想
が
党
内
へ

侵
入
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
分
析
が
一
草
さ
れ
て
い
る
(
引
)
。
そ
し
て
人

び
と
の
生
活
世
界
で
も
、
「
社
会
の
気
風
」
と
い
う
よ
う
な
「
目
に
見

え
な
い
敵
」
、
人
び
と
の
思
想
の
変
革
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
運
動
が

お
こ
な
わ
れ
た
(
号
。

こ
の
よ
う
な
人
間
改
造
の
理
想
例
に
つ
い
て
興
味
深
い
事
例
を
提
供

し
て
い
る
の
が
、
一
九
五
二
年
五
月
四
日
付
『
人
民
日
報
』
で
紹
介
さ

れ
た
燕
京
大
学
に
通
う
青
年
学
生
・
楊
津
光
の
「
改
心
」
ス
ト
ー
リ
ー

で
あ
る
(
号
。

「
彼
白
人
生
の
道
は
、
家
庭
に
よ
っ
て
早
く
か
ら
準
備
さ
れ
て
い
た
。

大
学
を
卒
業
し
た
ら
、
で
き
る
だ
け
ア
メ
リ
カ
か
日
本
に
留
学
し
、
卑

門
技
術
を
学
び
、
将
来
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
。
で
き
れ
ば
資
本
家
も

兼
ね
る
。
そ
れ
か
ら
花
園
、
洋
館
、
車
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
、
彼

の
頭
の
な
か
で
望
む
こ
と
一
回
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ

の
映
画
と
韓
誌
が
彼
に
伝
え
た
こ
と
で
あ
る
。

M

二一反
H

運
動
が
始
ま
っ
て
も
、
彼
は
こ
の
運
動
が
自
分
と
は
あ
ま

り
関
係
が
な
い
と
考
え
て
い
た
。
学
校
の
授
業
停
止
の
う
ち
に
、
か
れ

は
一
ヶ
月
ほ
ど
自
宅
へ
帰
っ
た
。
三
月
に
学
校
に
来
る
と
、
学
校
で
は

天
地
が
ひ
っ
く
り
返
る
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
た
。
彼
が
ず
っ
と
心

服
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
教
授
は
、
も
と
も
と
帝
国
主
義
分
子
で
あ
っ

た
た
め
、
よ
百
教
の
自
由
H

や
M

晶
子
術
の
自
由
d

の
看
板
を
掲
げ
、
ア

メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
た
め
に
情
報
を
収
集
す
る
汚
い
仕
事
を
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
、
当
初
は
彼
を
驚
き
怪
し
ま
せ
、
ま
た
彼
を

苦
し
め
た
。
彼
は
展
覧
会
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
帝
国
主
義
分
子
が
ア
メ

リ
カ
に
し
た
報
告
を
目
に
し
た
。
そ
こ
に
は
H

わ
た
し
は
授
業
を
非
常

に
厳
し
く
し
て
、
最
も
頭
の
良
い
学
生
で
す
ら
忙
し
く
て
手
が
回
ら
な

い
陪
ど
に
し
て
い
る
。
学
生
ら
は
よ
く
勉
強
し
、
落
ち
着
い
て
お
り
、

余
計
な
こ
土
は
考
え
な
い
J

か
れ
は
す
ぐ
に
自
分
に
思
い
至
っ
た
。

ま
さ
し
く
自
分
は
こ
う
し
た
学
生
の
ひ
と
り
で
は
な
い
か
?
」
。
こ
の

よ
う
に
し
て
「
目
覚
め
」
は
じ
め
た
彼
の
愛
国
公
約
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

階
級
の
享
楽
思
想
や
、
地
位
名
誉
を
求
め
る
考
え
や
、
単
純
な
技
術
的

観
点
を
消
し
去
り
、
マ
ル
ク
ス
・
レ

l
ニ
ン
主
義
と
毛
沢
東
思
想
を
努

力
し
て
学
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
賛
沢
な
生
活
ス
タ
イ
ル
が
批
判
の
対
象
と
な
り
、

63 
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「
資
本
家
」
や
「
金
持
ち
」
と
の
付
き
合
い
が
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
上
海
の
よ
う
な
大
都
市
で
は
、
立
派
な
毛
織
の
オ
ー
バ
ー
コ

l
ト

を
わ
ざ
わ
ざ
幹
部
式
の
短
い
レ

1
ニ
ン
服
へ
仕
立
て
直
す
と
い
う
よ
う

な
、
奇
妙
な
現
象
も
生
じ
た
(
号
。
こ
れ
は
当
時
の
厳
し
い
運
動
が
、

人
び
と
の
思
考
・
生
活
ス
タ
イ
ル
・
社
会
的
価
値
観
の
変
革
や
、
身
体

表
現
の
矯
正
に
ま
で
及
ん
で
い
た
事
例
で
あ
る
。
「
社
会
主
義
」
と
い

う
、
庶
民
に
と
っ
て
は
暖
味
で
抽
象
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
社
会
に

適
応
さ
れ
る
際
、
集
団
、
質
素
、
勤
勉
、
謙
虚
と
い
う
か
た
ち
で
、
衣

食
住
を
包
括
す
る
生
活
規
範
と
し
て
極
め
て
世
俗
化
さ
れ
た
か
た
ち
で

受
容
さ
れ
た
(
国
)
0

精
神
の
変
革
を
重
視
す
る
側
面
は
、
処
罰
の
基
準
に
明
雄
に
反
映
さ

れ
た
。
一
九
五
二
年
四
月
の
「
中
華
人
民
共
和
国
汚
職
処
罰
条
例
」
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
(
号
。

第

5
条
汚
職
罪
を
犯
し
左
に
記
載
す
る
犯
罪
事
実
の
一
に
該
当
す

る
者
は
、
処
罰
を
軽
く
し
、
ま
た
は
減
刑
し
、
あ
る
い
は
刑
の
執
行
を

猶
予
し
、
も
し
く
は
刑
を
免
じ
て
行
政
処
分
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

川
発
見
さ
れ
な
い
前
に
進
ん
で
自
白
し
た
者

ω発
見
さ
れ
た
の
も
徹
底
し
て
自
白
し
、
真
心
か
ら
過
ち
を
悔
い

る
と
と
も
に
、
進
ん
で
で
き
る
限
り
汚
職
四
財
物
を
返
納
し
た

者
ω
本
条
例
に
違
犯
す
る
他
人
の
罪
を
告
発
し
て
功
を
立
て
た
者

川
間
年
齢
が
比
較
的
若
く
、
ま
た
は
過
去
に
お
い
て
ず
っ
と
潔
白
で
、

た
ま
た
ま
汚
職
罪
を
犯
し
た
も
の
で
あ
り
、
真
心
か
ら
悔
い
改

め
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
者

自
白
、
他
人
の
罪
の
告
発
、
真
心
か
ら
悔
い
改
め
る
こ
と
が
非
常
に

重
視
さ
れ
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
行
政
処
分
だ
け
で
済
む
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
故
に
や
み
く
も
な
告
発
で
え
ん
罪
が

増
加
し
て
し
ま
い
、
自
殺
な
ど
の
悲
劇
を
多
く
生
ん
で
し
ま
っ
た
。
中

央
組
織
部
の
統
計
に
よ
る
と
、
運
動
中
に
全
国
で
二
九
万
二

0
0
0人

あ
ま
り
の
汚
職
犯
が
検
挙
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
再
調
査
に
よ
っ
て
一

O
万
五

O
O
O人
あ
ま
り
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
東
北
区
の
減
少
率

は
最
小
で
約
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
華
東
区
の
減
少
率
は
最
大
で
約
八
三

パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
た
。
そ
れ
だ
け
由
人
聞
が
誤
っ
て
(
も
し
く
は
明

確
な
証
拠
も
な
し

ι)
逮
捕
さ
れ
た
(
雪
。

「
三
反
」
「
五
反
」
運
動
後
、
一
部
の
工
場
や
企
業
で
は
愛
国
公
約
を

取
り
決
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
動
の
成
果
を
よ
り
強
固
に
し
た
。
北

京
り
あ
る
座
談
会
で
は
「
各
工
場
や
屈
は
愛
国
公
約
が
あ
る
白
で
は
な

い
か
つ
わ
た
し
は
商
工
業
連
合
会
(
国
家
指
導
下
の
商
工
会
議
所

|
|
引
用
者
)
が
動
き
を
起
こ
し
て
一
般
の
商
工
会
に
呼
び
か
け
て
、

愛
国
公
約
内
に
『
贈
賄
せ
ず
、
脱
税
せ
ず
、
仕
事
の
手
抜
き
や
材
料
の

ご
ま
か
し
を
せ
ず
、
国
家
の
経
済
情
報
の
盗
み
取
り
を
し
な
い
』
と
い

う
条
文
を
取
り
決
め
る
よ
う
に
建
議
す
る
」
{
田
)
と
い
う
意
見
も
あ
り
、

上
海
の
あ
る
工
場
で
は
、
「
五
反
」
運
動
を
経
た
工
場
で
愛
国
公
約
の

規
定
を
改
定
す
る
際
に
、
「
社
長
が
仕
事
の
手
を
抜
昔
、
材
料
を
ご
ま

か
す
の
を
手
伝
わ
な
い
。
も
し
社
長
田
違
法
行
為
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ

に
政
府
に
告
発
す
る
」
と
い
う
取
り
決
め
や
っ
五
反
H

闘
争
の
精
神

を
生
産
の
中
に
貫
徹
さ
せ
、
期
日
通
り
に
任
務
を
完
成
す
る
こ
と
を
保

証
し
、
品
質
が
募
準
に
合
致
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
!
」
と
い
う
取
り

決
め
が
さ
れ
た
(
号
。
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白
よ
う
に
政
府
の
政
策
が
課
す
義
務
を
、
人
び
と
が
守
る
よ
う
に

愛
国
公
約
の
な
か
に
入
れ
、
さ
ら
に
定
期
的
に
党
が
検
査
を
す
る
制
度

が
つ
く
ら
れ
る
の
は
全
国
的
な
傾
向
で
あ
っ
た
。
「
国
家
政
策
へ
の
従

属

H
愛
国
」
の
構
図
は
、
戦
争
に
直
面
し
て
い
る
政
府
に
と
っ
て
は
都

合
の
良
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
自
由
な
意
思
表
示
を
難
し
く
し

た
で
あ
ろ
う
。
「
三
反
」
「
五
反
」
運
動
後
、
抗
来
援
朝
は
、
主
に
愛
国

的
な
衛
生
前
疫
運
動
と
愛
国
増
産
節
約
運
動
へ
と
引
き
継
が
れ
た

(
田
)
。
そ
し
て
北
京
市
で
は
一
九
五
二
年
三
月
か
ら
衛
生
防
疫
運
動
が

始
ま
り
、
一
ヶ
月
の
う
ち
に
全
市
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
居
民
が
参

加
し
て
大
掃
除
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
白
よ
う
な
運
動
で
も
愛
国
公
約
の

政
治
的
技
術
は
利
用
さ
れ
て
お
り
、
人
び
と
は
公
約
の
な
か
に
防
疫
衛

生
工
作
を
入
れ
る
か
、
も
し
く
は
専
門
に
愛
国
衛
生
公
約
を
取
り
決
め

て
い
た
(
旬
。

員動衆大LF】
M
J
1
 
ロ

3

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大

デ
政
府
が
単
な
る
強
制
的
動
員
で
は
な
く
、
「
自
発
的
参
加
」
の
か
た

ィ
ち
を
整
え
る
た
め
に
は
、
特
に
政
治
宣
伝
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

圏
そ
の
た
め
「
三
反
」
「
五
反
」
運
動
の
よ
う
な
大
衆
動
員
期
を
通
し
て
、

h

工
場
や
企
業
で
は
共
産
党
の
「
宣
伝
網
」
、
い
わ
ば
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
-

W

Jネ
y
ト
ワ

1
ク
が
急
速
に
拡
大
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
党
員
数
の
増

f
 

拙
町
大
が
あ
る
。
当
時
、
「
三
反
」
「
五
反
」
運
動
中
に
誕
生
し
た
積
極
分
子

泌
が
多
数
入
党
し
て
お
り
、
一
九
五
二
年
七
月
時
点
の
報
道
で
、
青
島
で

毛

は

六

O
O余
名
の
産
業
労
働
者
の
中
国
共
産
党
へ
の
入
党
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、
武
漢
市
の
数
十
の
工
場
機
関
で
一
六
九
名
の
新
党
員
が
入

党
宣
言
の
儀
式
を
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
貴
陽
市
で
は
二

O
O余
名
の
新
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党
員
が
入
党
宣
誓
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
(
担
)
。

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
ネ
y
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
宣

伝
員
が
、
宣
伝
員
代
表
会
、
宣
伝
員
小
組
長
連
府
会
、
宣
伝
員
大
会
、

宣
伝
工
作
会
議
な
ど
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
具
体
的
な
宣
伝
は
、
マ

ン
ガ
・
壁
新
聞
・
ラ
ジ
オ
「
説
唱
(
語
り
と
歌
を
含
む
演
芸
)
」
・
口

頭
で
お
こ
な
わ
れ
、
作
業
場
・
業
務
部
門
・
職
員
宿
舎
・
家
族
用
宿
舎

な
ど
職
場
や
生
活
の
場
で
宣
伝
が
お
こ
な
わ
れ
た
(
田
)
。

中
共
中
央
華
北
局
宣
伝
部
に
よ
る
と
、
華
北
区
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「
一
二
反
」
「
五
反
」
運
動
と
愛
国
増
産
運
動
中
に
大

き
く
拡
大
し
た
。
華
北
五
省
二
市
の
不
完
全
な
統
計
に
よ
る
と
、
党
の

宣
伝
員
は
九
じ
万
一
四

O
O余
人
に
増
加
し
、
全
区
人
口
の
一
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
占
め
た
。
各
省
・
市
は
平
均
八

0
3九
O
パ
ー
セ
ン
ト
の

党
支
部
で
「
宣
伝
網
」
が
確
立
し
た
(
旬
。

宣
伝
工
作
の
上
で
重
要
視
さ
れ
た
の
が
「
愛
国
検
査
日
」
制
度
と
定

期
的
な
愛
国
公
約
・
生
産
計
画
な
ど
白
検
査
で
あ
る
。
一
九
五
一
年
か

ら
北
京
市
-
一
区
第
九
派
出
所
で
居
住
区
住
民
の
「
抗
米
援
朝
検
査
日
」

が
つ
く
ら
れ
、
山
西
平
定
維
社
村
で
「
愛
国
検
査
日
」
制
度
が
つ
く
ら

れ
て
以
来
、
華
北
各
省
・
市
で
こ
う
し
た
制
度
化
が
す
す
ん
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
「
読
報
組
」
と
呼
ば
れ
る
新
聞
の
読
み
聞
か
せ
を
す

る
グ
ル
ー
プ
も
広
が
っ
た
。
五
二
年
八
月
由
時
点
で
天
津
市
で
す
で
に

一
万
二
四
O
Oあ
ま
り
の
組
が
組
織
さ
れ
、
山
西
全
省
で
す
で
に
一

O

万
組
あ
ま
り
が
組
織
さ
れ
、
組
員
は
一
五

O
万
人
に
達
し
た
(
田
)
。
こ

う
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
大
中
都
市
で
は
比
較
的

ス
ム
ー
ズ
に
拡
大
し
た
が
、
地
方
の
農
村
の
よ
う
に
党
組
織
の
脆
弱
な

地
域
で
は
是
れ
ほ
ど
発
達
せ
ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
度
合
い
に
は



地
域
的
な
差
が
あ
っ
た
。
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お
わ
り
に
ー
ー
ま
と
め
と
展
望

一
九
四
九
年
革
命
の
後
、
誕
生
し
た
新
政
府
は
、
朝
鮮
戦
争
と
い
う

新
た
な
脅
威
に
応
じ
て
、
抗
来
援
朝
運
動
と
同
時
に
愛
国
公
約
運
動
を

発
動
し
た
。
こ
れ
は
、
す
で
に
土
岐
茂
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
人

び
左
の
愛
国
心
に
訴
え
る
こ
と
で
普
段
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
衆
か

ら
引
き
出
す
た
め
で
あ
っ
た
(
師
)
。
本
来
、
愛
国
的
行
動
そ
れ
自
体
は

法
規
範
と
は
異
な
り
、
国
家
の
強
制
力
は
働
か
な
い
。
あ
く
ま
で
個
々

人
の
自
由
意
志
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
国
家
と
し
て
は
、
戦
争

や
社
会
経
済
の
発
展
の
た
め
に
人
び
と
の
愛
国
的
情
熱
を
実
際
の
行
動

と
し
て
統
一
的
に
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
白
た

め
に
推
し
進
め
ら
れ
た
の
が
、
各
地
で
統
一
的
な
愛
国
公
約
を
打
ち
出

し
、
そ
れ
を
守
る
こ
と
で
愛
国
心
を
証
明
す
る
愛
国
公
約
運
動
だ
っ

た。
市
・
各
業
界
・
工
場
・
企
業
・
家
庭
・
個
人
な
ど
伯
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ

ル
が
愛
国
公
約
を
取
り
決
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
運
動
は
社
会
的
に
一

段
と
増
幅
し
た
。
一
九
五
一
年
一

O
月
の
東
北
・
華
北
・
華
東
・
西
北

の
四
大
行
政
区
の
統
計
で
は
、
お
よ
そ
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
人
び

と
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
愛
国
公
約
を
取
り
決
め
て
い
た
。
当
時
の
政

府
に
と
っ
て
、
愛
国
は
「
政
策
へ
の
従
属
」
を
「
自
発
的
な
遵
守
」
へ

と
変
換
す
る
大
切
な
回
路
だ
っ
た
。
し
か
し
愛
国
心
を
単
な
る
政
策
遵

守
へ
と
媛
小
化
す
る
こ
と
は
、
政
策
の
批
判
的
検
証
を
封
殺
し
て
じ
ま

う
危
険
性
を
内
包
し
て
い
た
。
五
一
年
中
頃
か
ら
、
多
く
の
地
域
で
共

産
党
の
委
員
会
に
よ
る
愛
毘
公
約
の
執
行
状
況
の
検
査
が
お
こ
な
わ

れ
、
愛
国
公
約
検
査
制
度
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
愛
国
心
が

も
っ
自
律
的
性
怖
は
影
を
ひ
そ
め
た
。

愛
国
公
約
は
さ
ま
ざ
ま
な
大
衆
動
員
に
導
入
さ
れ
た
。
一
九
五

0
1

五
一
年
の
主
要
な
動
員
と
い
え
ば
、
抗
来
援
朝
・
土
地
改
革
・
反
革
命

鎮
圧
の
三
つ
の
運
動
で
あ
り
、
五
一
年
末
か
ら
は
「
三
反
」
「
五
反
」

運
動
が
展
開
し
た
。
そ
れ
ら
す
べ
て
の
動
員
に
お
い
て
愛
国
公
約
は
一

定
の
役
割
を
果
た
し
た
。
反
革
命
鎮
圧
運
動
で
は
敵
対
分
子
の
告
発

密
告
が
公
約
さ
れ
、
「
三
反
」
「
五
反
」
運
動
で
は
汚
職
犯
の
告
発
・
密

告
が
公
約
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
続
く
愛
国
的
衛
生
防
疫
運
動
や
愛
国
増

産
節
約
運
動
な
ど
の
大
衆
動
員
で
も
、
愛
国
は
重
要
な
鍵
概
念
と
な
っ

て
い
た
。
愛
国
は
往
々
に
し
て
外
敵
を
想
定
し
て
い
る
が
、
中
国
の
場

合
の
そ
れ
は
資
本
主
義
社
会
の
ア
メ
リ
カ
で
あ
り
、
「
三
反
」
「
五
反
」

運
動
期
に
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
に
よ
る
腐
敗
が
問
題
視
さ
れ
、
社
会
的

に
厳
し
い
取
り
締
ま
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
人
び
と
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

民
衆
の
自
発
性
を
喚
起
す
る
た
め
に
政
府
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
力
を
注
い
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
宣
伝
員
が
組

織
さ
れ
、
マ
ン
ガ
や
壁
新
聞
な
ど
を
通
し
て
政
治
宣
伝
が
展
開
し
た
。

こ
う
し
て
政
府
自
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
わ
か
り
や
す
い
か
た
ち
で
末
端
の

人
び
と
に
伝
わ
る
経
路
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
構
築
さ
れ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
の
後
の
大
衆
動
員
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
が
本
論
の
ま
と
め
だ
が
、
こ
こ
で
よ
り
鳥
磁
的
に
「
愛
国
」
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
状
況
を
観
察
す
る
た
め
に
挙
げ
た
の
が
、
図
2
で
あ

る
。
こ
れ
は
『
人
民
日
報
』
で
「
愛
国
」
へ
言
及
し
た
記
事
件
数
の
増



毛沢東時代の I愛国]イデオロギーと大衆動員

減
を
一
九
四
九

1
七
七
年
の
範
囲
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か

な
の
は
、
や
は
り
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
の
五

0
3五
一
年
に
記
事
件
数
が

ピ
l
ク
に
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
争
へ
の
反
応
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
や
は
り
建
国
直
後
の
国
民
統
合
プ
ロ
セ
ス
が
民
衆
の
愛
国

心
の
調
達
を
必
要
と
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
記
事
件
数

の
増
減
傾
向
は
、
特
に
建
国
初
期
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
略
に
お
け
る

「
愛
国
」
白
重
要
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
の
展

開
を
み
る
と
、
五
六
年
以
降
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
中
ソ
対
立
や

五
九
年
の
チ
ベ
ッ
ト
争
乱
・
中
印
国
境
紛
争
を
経
て
増
加
し
て
い
る
。

五
一
年
ほ
ど
の
盛
り
上
が
り
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
中
国
共
産
党
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
略
に
お
け
る
「
愛
国
」
の
重
要
度
は
や
は
り
対
外
的

危
機
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る

(go

ま
た
文
化
大
革
命
が
開
始
す
る
一
九
六

0
年
代
半
ば
以
降
、
「
愛
国
」

に
言
及
す
る
記
事
件
数
が
減
少
す
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
共

産
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
略
の
変
化
と
連
動
し
て
い
る
と
推
察
で
き

る
。
中
国
で
は
六

0
年
代
前
半
か
ら
毛
沢
東
思
想
教
侶
と
階
級
闘
争
教

育
が
一
気
に
拡
大
し
、
六
六
年
以
降
は
文
化
大
革
命
の
荒
波
に
飲
み
込

ま
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
略
に
お
い
て
は
「
愛

国
」
の
よ
う
な
統
合
的
・
団
結
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
よ
り
も
、
た
と
え
ば

「
階
級
闘
争
」
の
よ
う
な
、
よ
り
戦
闘
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
強
調
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者
が
か
つ
て
お
こ
な
っ
た
「
階
級
闘

争
」
に
関
す
る
コ
ン
テ
ン
ト
分
析
は
図
2
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
六

0

年
代
前
半
か
ら
記
事
件
数
が
急
増
す
る
(
田
)
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
愛
国
公
約
と
い
う
行
為
自
体
は
一
九
五

0
年
代

前
半
以
降
も
続
い
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
重
要
性
は
や
は
り
建
国
初
期
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と
い
う
時
代
背
景
を
抜
き
に
は
語
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
だ
が
っ
て

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
政
権
樹
立
直
後
の
戦
争
と
国
民
統
合
と
い
う

よ
り
大
き
な
歴
史
的
パ

1
ス
ベ
ク
テ
ィ
プ
の
な
か
に
位
置
づ
け
な
が

ら
、
愛
国
公
約
運
動
の
果
た
し
た
機
能
を
よ
り
多
面
的
に
分
析
す
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

注(
1
)

シ
l
ダ
ス
コ
ッ
チ
ポ
ル
(
牟
田
和
恵
・
監
訳
)
『
現
代
社

会
革
命
論
比
較
歴
史
社
会
学
の
理
論
と
方
法
』
(
岩
波
書
広
、

二
O
O
一
年
)
、
二
一
二

1
ニ
四
頁
。

(2)

こ
こ
で
は
一
九
四
九
年
革
命
後
の
共
産
党
を
中
心
と
し
た
政

権
を
指
す
。
な
お
本
稿
で
使
用
す
る
「
建
国
」
に
つ
い
て
も
同

様
に
、
中
華
人
民
共
和
国
の
建
国
を
指
し
て
使
用
し
て
い
る
。

(
3
)

日
常
の
政
治
的
意
見
白
表
明
か
ら
支
配
権
力
の
自
己
正
当
化

に
い
た
る
ま
で
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は

広
く
、
ま
た
相
互
に
矛
盾
す
る
定
義
も
存
在
す
る
。
そ
の
た
め

限
ら
れ
た
紙
幅
で
論
ず
る
に
は
、
論
考
の
テ
I
マ
に
合
わ
せ
た

概
念
規
定
が
必
要
と
な
る
が
、
本
稿
で
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

と
い
う
表
現
を
、
統
治
者
が
掲
げ
る
価
値
観
や
信
念
体
系
を
意

味
す
る
用
語
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

(
4
)

テ
リ

l
・
イ

l
グ
ル
ト
ン
(
大
橋
洋
一
訳
)
『
イ
デ
オ
ロ

ギ
!
と
は
何
か
』
(
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
)
、
二
九
頁
。

(
5
)

歴
史
社
会
学
的
に
み
た
と
き
、
あ
る
特
定
の
効
果
を
狙
っ
て

お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
、
ま
っ
た
く
意
図
せ
ざ
る
結
果
を
生
み

出
す
こ
と
は
歴
史
的
に
散
見
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
。
代
表
的
な

上
海
天
津
両
市
ヱ
商

成
果
と
し
て
、
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ

1
パ
1
(
大
塚
久
雄
訳
)

『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
(
岩

波
新
書
、
一
九
八
九
年
)
が
あ
る
。

(6)

イ
1
グ
ル
ト
ン
、
前
掲
書
、
三
七
頁
。
こ
の
定
義
か
ら
す
れ

ば
、
毛
沢
東
や
他
の
政
治
リ
ー
ダ
ー
の
言
説
だ
け
を
分
析
し

て
、
当
時
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な

し

(
7
)

「
我
国
人
民
愛
国
主
義
思
想
的
新
発
展
」
『
人
民
日
報
』
一
九

五
二
年
九
月
二
八
日
。

(
8
)

愛
国
公
約
の
歴
史
と
原
理
に
つ
い
て
法
学
の
視
点
か
ら
論
じ

た
も
の
と
し
て
、
土
岐
茂
「
『
愛
国
公
約
』
の
歴
史
と
原
理

人
民
の
自
立
的
規
範
の
創
造
」
『
早
稲
田
大
学
法
学
会
誌
』
第

二
九
巻
、
一
九
七
九
年
三
月
が
あ
る
。

(
9
)

「
抗
米
援
朝
、
祖
国
防
衛
に
関
す
る
中
国
各
民
主
党
派
の
連

合
宣
言
」
(
一
九
五

O
年
一
一
月
四
日
)
『
新
中
国
資
料
集
成
』

第
三
巻
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
七
六
年
、
一
八

=τ

一
八
四
頁
。

(
叩
)
「
擁
護
各
民
主
党
派
聯
合
宣
言
京
工
商
業
界
集
会
反
対
美

国
侵
略
訂
出
五
項
愛
国
公
約
保
証
輩
国
経
済
戦
線
号
召
全

市
工
商
業
者
抗
美
援
朝
保
家
街
園
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五

O

年
一
一
月
九
日
。

(
刊
)
「
西
安
市
工
商
業
界
挙
行
時
事
座
談
響
臆
首
都
工
商
界
愛

国
号
召
訂
出
西
安
工
商
界
五
項
愛
国
公
約
」
『
人
民
日
報
』

一
九
五

O
年
一
一
月
一
八
日
。

(
吃
)
「
以
実
際
行
動
抗
美
援
朝
保
家
衛
閏



界
積
極
奮
起
上
海
工
商
業
者
集
会
訂
立
五
項
愛
国
公
約
天

津
挙
行
示
威
遊
行
決
心
粉
砕
美
国
侵
略
」
『
人
民
日
報
』
一
九

五
O
年
一
二
月
一
目
。

(
氾
)
「
明
確
在
抗
美
援
朝
中
的
任
務
和
責
任
武
漢
市
工
商
界
代

表
集
会
討
論
遇
過
十
項
決
定
加
強
団
結
措
好
生
産
支
援
抗
美

闘
争
広
州
衡
陽
工
商
界
訂
立
愛
国
公
約
」
『
人
民
自
報
』
一

九
五

O
年
一
二
月
五
日
。

(
叫
)
「
慶
祝
平
壌
解
放
反
対
美
帝
侵
略
京
工
高
界
五
万
人
大
示

威
電
毛
主
席
致
敬
保
証
実
行
愛
国
公
約
」
『
人
民
日
報
』
一

九
五

O
年
一
二
月
一

O
目。

(
市
)
「
上
海
挙
行
抗
美
援
朝
保
家
衛
国
代
表
会
議
堅
決
支
援
志

願
部
隊
加
強
国
防
建
設
輩
固
革
命
秩
序
普
遍
訂
立
愛
国
公
約
展

開
生
産
競
饗
増
強
国
防
力
量
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五

O
年一

二
月
一

O
日。

(
時
)
「
一
年
来
愛
国
公
約
運
動
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
一

O

月
二
四
目
。

(
げ
)
「
貴
陽
市
一
千
多
戸
唐
民
訂
立
家
庭
愛
国
公
約
」
『
人
民
日

報
』
一
九
五
一
年
六
月
二

O
目。

(
叩
)
「
南
京
市
的
愛
国
公
約
運
動
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
五

月
一
六
日
。
ま
た
南
京
で
は
市
の
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
人

ひ
と
が
「
抗
米
援
朝
愛
国
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
参
加

し
て
い
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

(
叩
)
「
忽
様
領
導
城
市
居
民
訂
立
愛
国
公
約
?
」
『
人
民
日
報
』
一

九
五
一
年
王
月
三

O
目。

(
初
)
「
南
京
市
普
遍
検
査
愛
国
公
約
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取
得
領
導
愛
国
公
約
運
動

基
本
経
験
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
七
月
一
六
日
。

(
引
)
「
介
紹
一
個
典
型
的
家
庭
愛
国
公
約
」
「
人
民
日
報
』
一
九
五

一
年
五
月
二
七
日
。

(
包
)
「
張
家
口
天
主
教
人
士
示
威
遊
行
通
過
愛
国
公
約
和
宣
言

響
応
抗
美
援
朝
運
動
河
南
宜
賓
教
区
天
主
教
神
父
号
召
自
立

革
新
」
「
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
一
月
一
六
日
。

(
お
)
「
抗
美
援
朝
反
対
美
国
武
装
日
本
京
市
僻
教
界
挙
行
愛
国

遊
行
通
過
向
毛
主
席
致
敬
電
及
五
項
愛
国
公
約
」
お
よ
び

「
京
市
悌
教
界
愛
国
公
約
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
二
月
一
一
一

口凶。

(
則
自
)
「
華
山
道
教
会
発
表
愛
国
宣
言
号
召
道
教
徒
積
極
反
対
美

国
武
装
日
本
重
慶
一
千
悌
教
徒
並
通
過
愛
国
公
約
」
「
人
民

日
報
』
一
九
五
一
年
三
月
三
一
日
。

(
お
)
「
抗
美
援
朝
、
反
対
美
帝
武
装
日
本
l

北
京
四
万
婦
女
示

威
遊
行
大
会
電
毛
主
席
致
敬
、
並
通
過
愛
国
公
約
」
『
人
民

日
報
』
一
九
五
一
年
一
月
二
九
日
。

(
お
)
「
加
強
党
対
愛
国
公
約
運
動
的
領
導
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五

一
年
八
月
八
日
。

(
幻
)
「
従
北
京
市
中
小
工
場
看
必
須
加
強
党
対
愛
国
公
約
運
動

的
領
導
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
八
月
一
一
一
目
。

(
お
)
(
検
査
愛
国
公
約
糾
正
忽
視
政
治
傾
向
」
『
人
民
日
報
』
一
九

五
一
年
七
月
一
四
日
。

(
却
)
愛
国
公
約
の
形
骸
化
に
関
し
て
は
河
北
の
事
例
(
「
河
北
各

地
検
査
愛
国
公
約
発
現
許
多
地
方
忽
視
宣
伝
愛
国
公
約
流
於

形
式
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
七
月
二
一
日
)
、
北
京
の
事
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例
(
「
北
京
市
較
大
工
場
企
業
愛
国
公
約
推
進
了
生
産
中

共
市
委
深
1

〈
検
査
糾
正
敏
点
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
じ

月
二
四
日
)
な
ど
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

(
初
)
「
克
服
愛
国
公
約
運
動
中
的
形
式
主
義
」
「
人
民
日
報
』
一
九

五
一
年
八
月
一
五
日
。

(
剖
)
「
上
海
合
豊
紗
版
工
会
放
棄
領
導
愛
国
公
約
成
紙
上
空
文
」

『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
六
月
一
日
。

(
日
記
)
「
上
海
私
営
永
大
染
織
一
廠
職
工
建
立
愛
国
公
約
検
査
員
制

度
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
六
月
一
六
日
。

(
お
)
「
進
一
歩
推
進
愛
国
公
約
運
動
各
地
検
査
修
訂
愛
国
公
約
」

『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
八
月
八
日
。

(
倒
)
「
首
都
各
大
工
場
検
査
修
訂
愛
国
公
約
的
運
動
」
『
人
民
日

報
』
一
九
五
一
年
八
月
一
目
。

(
お
)
「
各
小
単
位
忽
様
訂
立
和
貫
徹
愛
国
公
約
?
従
検
査
北
京

電
信
局
的
愛
国
公
約
中
看
到
的
幾
個
問
題
」
『
人
民
日
報
』
一

九
五
一
年
六
月
二

O
目。

(
お
)
「
北
京
市
的
愛
国
公
約
運
動
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
七

月一

O
日。

(
幻
)
「
忽
様
領
導
城
市
居
民
訂
立
愛
国
公
約
つ
」
『
人
民
日
報
』
一

九
五
一
年
五
月
三

O
日。

(
犯
)
「
ノ
忘
様
検
査
和
修
訂
愛
国
公
約
?
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
一

年
五
月
二
=
一
目
。

(
鈎
)
「
継
続
加
強
抗
美
援
朝
工
作
，
保
証
国
家
的
建
設
」
『
人
民
日

報
』
一
九
五
二
年
九
月
二
八
日
。

(
叫
)
「
介
紹
各
地
各
界
人
民
的
愛
国
公
約
」
『
人
民
日
報
』

九
五

一
年
二
月
四
日
。

(
削
)
金
野
純
、
『
中
国
社
会
と
大
衆
動
員

l
l毛
沢
東
時
代
の
政

治
権
力
と
民
衆
』
御
茶
の
水
書
官
房
、
二

O
O八
年
、
第
二
章
。

(
組
)
「
上
海
抗
美
援
輯
運
動
拡
大
各
階
層
挙
行
千
万
個
小
型
会

控
訴
美
蒋
罪
行
万
条
里
弄
紛
紛
開
居
民
大
会
訂
立
愛
国
公

約
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
一
年
三
月
一
九
日
。
な
お
冬
防
と

は
泥
俸
や
火
災
に
対
す
る
冬
の
特
別
警
戒
を
指
し
て
い
る
が
、

こ
の
冬
防
服
務
隊
は
反
革
命
鎮
圧
の
た
め
に
組
織
さ
れ
、
公
安

当
局
の
取
り
締
ま
り
を
助
け
た
。

(
岨
)
許
善
斌
『
証
照
中
国
一
九
四
九
一
九
六
六
』
(
華
文
出

版
社
、
二

O
O七
年
)
、
四
一
頁
。

(
日
明
)
羅
瑞
卿
公
安
部
長
「
偉
大
な
反
革
命
鎮
圧
運
動
」
(
一
九
五

一
年
一

O
月
一
日
)
『
新
中
国
資
料
集
成
』
第
三
巻
、
三
四
九

頁。

(
拍
)
金
野
、
前
掲
書
、
一

O
三
頁
。

(
拍
)
資
本
主
義
白
商
工
業
に
対
す
る
社
会
主
義
改
造
の
や
り
方
。

国
家
側
が
派
遣
し
た
幹
部
と
資
本
家
が
共
同
で
経
営
す
る
形

態。

(
抑
)
金
野
、
前
掲
書
、
一

O
一
1
一
三
二
頁
。

(
拍
)
薄
一
波
財
政
部
長
「
中
華
人
民
共
和
国
の
最
近
三
年
間
の
成

果
」
(
一
九
五
二
年
九
月
)
『
新
中
国
資
料
集
成
』
第
三
巻
、
四

四
0
1四
四
一
頁
。

(
拍
)
「
工
商
界
快
快
坦
白
自
己
的
錯
誤
、
並
訂
立

ν
五
不
公
約
H

ー
一
九
五
二
年
一
月
一
三
日
在
新
知
識
座
談
会
上
的
講
話
」

『
人
民
日
報
』
一
九
五
二
年
一
月
二

O
目。
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(
切
)
薄
一
波
「
反
汚
職
、
反
浪
費
、
反
官
療
主
義
の
運
動
を
深
〈

す
み
ず
み
ま
で
展
開
す
る
た
め
に
闘
争
せ
よ
」
(
一
九
五
二
年

一
月
九
日
)
『
新
中
国
資
料
集
成
』
第
三
巻
、
三
八
三
頁
。

(
引
)
「
中
共
中
央
華
北
局
直
属
機
関
的
支
部
工
作
」
『
人
民
日
報
』

一
九
五
二
年
四
月
一
六
日
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
上
海
に

関
し
て
は
金
野
、
前
掲
書
、
第
三
章
を
参
照
。

(
町
民
)
こ
う
し
た
点
に
関
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
は
興
味
深

い
。
「
毛
主
席
は
、
こ
の
闘
争
を
大
が
か
り
に
、
ま
た
厳
格
迅

速
に
、
さ
ら
に
大
規
模
に
や
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
こ
れ
は
い

わ
ば
、
大
が
か
り
な
反
革
命
鎮
圧
の
運
動
よ
り
も
さ
ら
に
拡
大

し
、
さ
ら
に
深
〈
入
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
な
ぜ
一
な
ら
反
革
命
分
子
は
あ
き
ら
か
に
目
に
み
え
る

敵
で
あ
る
。
だ
が
汚
職
・
浪
費
分
子
と
官
僚
主
義
的
態
度
は
わ

れ
わ
れ
の
内
部
に
潜
む
目
に
み
え
な
い
敵
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

の
機
関
、
生
活
、
思
想
に
感
染
し
、
簡
単
に
は
察
知
で
き
な
い

汚
毒
で
あ
る
」
(
「
向
責
汚
、
浪
費
、
官
僚
主
義
開
火
l

団
蓬

東
区
工
委
挙
行
動
員
大
会
」
『
文
陵
報
』
一
九
五
二
年
一
月
九

日)。

(
臼
)
「
走
祖
国
人
民
需
要
的
道
路
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
二
年
五

月
四
日
。

(
日
開
)
熊
月
之
編
[
陳
祖
恩
、
葉
斌
、
李
天
網
著
]
『
上
海
通
史
』

第
一
一
巻
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
七
五
自
七
七

頁。

(
回
)
上
海
市
党
委
員
会
の
内
部
文
章
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
に

注
意
を
促
し
て
い
た
。
「
個
人
の
享
楽
を
追
求
し
、
棉
製
の
服
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を
良
く
な
い
と
嫌
い
、
胴
の
短
い
革
靴
か
ら
闘
の
畏
い
革
靴
に

買
い
換
え
、
工
場
で
朝
飯
を
食
べ
ず
に
外
に
出
て
排
骨
麺
(
骨

付
き
肉
が
り
る
麺

1
引
用
者
)
を
食
べ
、
大
鍋
で
煮
た
飯
を
お

い
し
く
な
い
と
し
て
ご
馳
走
を
食
べ
た
が
り
常
に
お
か
ず
を
添

え
、
日
曜
日
に
は
中
華
銘
柄
の
タ
パ
コ
を
吸
い
、
日
本
式
の
住

宅
を
嫌
が
っ
て
西
洋
式
の
部
屋
に
住
み
た
が
り
、
ア
メ
リ
カ
人

目
掛
け
布
団
を
心
地
よ
い
と
羨
ま
し
が
り
、
電
車
が
混
み
あ
っ

て
い
る
の
を
嫌
い
車
に
乗
り
た
が
り
、
少
な
く
と
も
三
輪
車
に

乗
り
、
家
か
ら
一
キ
ロ
の
道
の
行
宮
来
に
も
ま
た
三
輪
車
に
乗

り
、
車
に
乗
っ
て
も
値
段
交
渉
を
し
な
い
で
、
物
を
買
う
に
も

良
い
物
を
ほ
し
が
り
、
安
い
も
の
は
必
要
な
い
と
し
て
、
値
段

が
少
々
張
っ
て
も
関
係
な
い
」
(
中
共
上
海
市
委
工
業
生
産
委

員
会
「
工
廠
三
反
運
動
通
報
第
二
号
」
[
上
海
市
償
案
館

』
ω
∞
H
E
C
]
)
。

(
回
)
「
中
華
人
民
共
和
国
汚
職
処
罰
条
例
」
(
一
九
五
二
年
四
月
二

一
日
)
『
新
中
国
資
料
集
成
』
第
三
巻
、
四
一
四
頁
。

(
貯
)
前
掲
『
上
海
通
史
』
第
一
一
巻
、
六
二
頁
。

(
国
)
「
工
高
界
快
快
坦
白
自
己
的
錯
誤
、
並
訂
立

ν
五
不
公
約
ρ

ー
一
九
五
二
年
一
月
一
三
日
在
新
知
識
座
談
会
上
的
講
話
」

『
人
民
日
報
』
一
九
五
二
年
一
月
二

O
目。

(
印
)
つ
五
反
H

運
動
正
在
改
造
着
上
海
的
私
営
工
商
業
」
『
人
民

日
報
』
一
九
五
二
年
四
月
二
七
日
D

「
上
海
私
営
包
福
記
鋼
鉄

建
築
廠
変

7
様
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
二
年
五
月
一
九
日
。

(
印
)
「
記
念
ρ

五
一
ぺ
継
続
加
強
抗
美
緩
朝
工
作
」
『
人
民
日
報
』

一
九
五
二
年
四
月
二
七
日
。
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(
剖
)
「
北
京
市
開
展
愛
国
防
疫
衛
生
工
作
的
経
験
」
『
人
民
日
報
』

一
九
五
二
年
五
月
一
八
日
。

(
位
)
「
各
地
人
民
歓
慶
中
国
共
産
党
成
立
=
二
周
年
上
海
市
一

万
一
千
多
位
工
人
代
表
H

七一
d

隆
重
集
会
」
『
人
民
日
報
』

一
九
五
二
年
七
月
四
日
。

(
印
)
「
国
営
エ
破
企
業
在

J

二反
n

運
覇
中
的
宣
伝
工
作
」
『
人
民

日
報
』
一
九
五
二
年
三
月
三
一
目
。
ま
た
一
九
五
二
年
六
月
に

は
、
末
端
の
労
働
者
で
も
「
人
民
日
報
』
に
目
を
通
せ
る
よ
う

に
講
読
す
る
よ
う
求
め
る
投
書
な
と
も
確
認
で
き
る
(
「
読
者

来
信
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
二
年
六
月
一
八
日
)
。

(
倒
)
「
華
北
宣
伝
網
工
作
進
一
歩
発
展
和
提
高
」
『
人
民
日
報
』
一

九
五
二
年
八
月
二
九
日
。

(
釘
)
間
前
。

(
田
山
)
土
岐
、
前
掲
論
文
、
三
一
一

i
一
三
二
頁
。

(
U
)

た
だ
し
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
以
後
は
一
時
的
に
一

O

0
0件
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。

(
飽
)
金
野
、
前
掲
書
、
二

O
O頁。


